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□第2回学会大会基調講演□ 

森と海の教育力 - 大震災に学ぶ - 

 

講演：畠山重篤 1.  

1NPO 法人 森は海の恋人. 
司会：海野義明 1.  

1 NPO 法人 ｵｰｼｬﾝﾌｧﾐﾘｰ海洋自然体験ｾﾝﾀｰ. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):1-5, 2014. 
 

 皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただきまし
た畠山と申します。 
 
 今、海野さんが紹介をしてくださいましたけれども、
大震災の後、海野さんはほんとうに早く駆けつけてく
ださいまして、ほんとうにいろいろなことを手伝って
いただきました。そういうご縁で、今日ここに参りま
した。海洋人間学という言葉を聞きまして、私は非常
にうなずいて、今日ここに参りました。 
 実は 10 年前に、我が家に、突然、京都大学から 3 人
の博士が来られました。林学博士、河川生態学の博士、
水産の博士です。多分、こちらの海洋大学でもそうい
う学問は発想すらなかったと思うのですけれども、私
も、カキの養殖をしながら、実は山に木を植えるとい
うことを平成元年から続けていて、世の中から聞こえ
てくる反応はさまざまありまして、特によくなかった
のは行政と学者です。あいつは余計なことをしてくれ
るということです。行政も学問も縦割りの中で、もう
きゅうきゅうとしているということですね。 
 例えば水産大学といいますと、我々の時代の水産大
学ですが、水産の大学をやっている学者が、林学に目
をかけるということはあり得ないことですよね。私は、
カキの養殖をしているのに漁師が山に木を植えるとい
うことを始めて、そういう反応はすぐありました。 
 何と言っても、近くは東北大学ですから、私の知り
合いが農学部の教授をしておりましたので、今、海が
非常に困った状態になっていると。赤潮が湧いたり、
カキが死んだり、ホタテが病気したり、とにかくひど
い状況になっているのだけれども、その原因は、太平
洋のほうから来るわけじゃなくて、みんな、人間の側
から来ていると。気仙沼に注いでいる、二級河川です
けれども、大川という河口から上流まで山を上がって
いくと、そこにもうさまざまな人間模様が横たわって
いるわけです。 
 今までは、東北大学の水産の先生とはもちろん、水
産試験場とか水産行政に携わっている宮城県の職員は、
大体、東北大閥ですから、そういう方々が来ています
ので、でも、そういう方々と話をしても、おまえは漁
師なんだから、漁師は海のことを考えていろという思
考ですね。 

 
 

東北大学に行きまして、先生と話をしてみましたら、
「あのな、学者っていうのは論文を書いて何ぼの世界
なんだ。論文を何本書くかということに、今、学者は
きゅうきゅうとしている。どうしても狭く深くという
ふうにいかないと、論文は書けないんだ」と。 
 そういうときに、山から海までというのは実に、自
然科学だけでもいろいろなことがあるわけでしょう。
川の流域には人間がいるわけです。だから、それは人
間も絡むということでしょう。ということは、学問を
複雑にしちゃうわけです。そういうことをやって論文
を書こうとしたら、もう金と時間がどれだけかかるか
わからない。だから、そんなことはやらないのだとい
うわけです。 
 やらないといったって、我々、今、困っているので
すけれども、行政も非常にそういうことを嫌がります。
俺たちにそんなことを言われても困るということを言
うのです。例えば、気仙沼は宮城県ですが、川の上流
は岩手県です。宮城県の水産の先生方に伺うと、川の
流域のことでいろいろなことがあるから、そういうこ
とに対してどういうアプローチかしていただけません
かと言っても、「俺たちは海のことしか経験がないか
ら」。川の流域の汚れの問題とか、農地の農薬の問題と
か、ダムをそこにつくるという問題とか、山の森林、
雑木林が、今、杉山ばかりになっていてひどい状況に
なっているわけじゃないですか。でも、宮城県の水産
行政に携わっている人は、そういうことに口を出すこ
とはできないというわけでしょう。 
 結局、これは縦割りになっていて、誰に言っても、
そんなことを俺たちに言われても困るという人ばかり
なのですね。私たちは、そういう体験からも、やはり
学者と行政マンは当てにならないということがわかり
ましたので、とにかく自分たちでやれることを何かや
ろうということから始めたのが、実は漁師による川の
上流の山へ木を植える運動、「森は海の恋人運動」とい
うものだったわけですね。 
 文字どおり、海洋人間学という学会を立ち上げたと
いうことは、海はどちらかというと船関係のこととか、
もちろん漁業のこともありますでしょうし、もちろん
いろいろな科学があるわけですけれども、そこに人間
の行動といいますか、人間がどう考えているかみたい
なことを入れていくとややこしい世界になるから、そ
んなことはやめたほうがいいのじゃないかとおっしゃ
る方が、多分あっち側はそういう意見だと思うんです。 

筆頭者連絡先：〒988-0527 気仙沼市唐桑町西舞根 133-1  
               e-mail : info@mori-umi.org 



海洋人間学雑誌 第 2 巻・特別号                                              森と海の教育力 − 大震災に学ぶ −・畠山 

2 
 

 ところが、さすがは京都大学です。林学博士と河川
生態学の博士と水産の博士ががん首そろえて３人、わ
ざわざカキの養殖をしている私たちのところへ来てく
れたわけですね。どうしたのですかとお聞きしたら、
自然はつながっているなんていうのは当たり前だと。
でも、縦割りの行政の中で、そういう学問を立ち上げ
るのは非常に難しかったのだけれども、ヒラメとかカ
レイ類の研究をしている田中克という先生が中心にな
って、ヒラメの将来のことを考えたときに、今までヒ
ラメの生理生態ばかりやってきた。でも、ヒラメとい
うのは、ご存じのとおり、ちょっと沖のほうで産卵し
て、生まれたばかりのヒラメの稚魚は、1 回、全部、砂
浜に集まるのです。要するに、砂浜がヒラメの赤ちゃ
んが育つ保育園みたいなところになるわけですね。で
は、日本の砂浜はどうなっているのだと思って、学生
を連れて日本を 1 周してみたわけです。 
 皆さん、ご存じのとおり、今、日本の砂浜の状況は、
東京湾の近くの相模湾なんかを見ても、もうひどい状
況じゃないですか。そうすると、ヒラメの将来を見た
ら、砂浜をちゃんと保全しなきゃいけない。砂浜を保
全するには、川を見なきゃいけないわけじゃないです
か。川の流域を何本か見ていったら、私が感じたと同
じようなことをお感じになったというわけですね。川
の流域には人間の生活が実に横たわっているわけです。
でも、学者は縦割りだし、行政は縦割りで、それは俺
たちの知ったことじゃないみたいなことで、ずっと過
ぎているわけじゃないですか。 
 最近、ウナギの問題も、ウナギがとれなくなったか
ら、人工的に早く、人工採苗してということで、そう
いうことにはすごい予算がついているそうじゃないで
すか。ウナギのことを考えても、ウナギというのは、
ご存じのとおり、海で産卵して、沿岸域に寄ってきて、
かなりのウナギは川で育つわけじゃないですか。ウナ
ギの親が育つ川の環境はそっちへ置いておいて、シラ
スがとれなくなったから、何とか人工的にシラスをと
れみたいなことばかりを言っているということは、ほ
んとうはウナギが育つような川の流域に日本の川をし
なくちゃいけないのですけれども、それをやることは
非常に面倒くさいことなわけです。何となく手をつけ
ないで、とにかく人工的にシラスをつくることばかり
に、おそらく、こちらの海洋大学でもそういう方向に
しか、今、いっていないんじゃないかと思うのです。 
 結局、あらゆることに人間がかかわるのですから、
そこは避けて通れないものですね。私たちは、そこで
そういう現実がわかってものですから、これは教育の
世界に行かなきゃいけないなと、パッと感じ取りまし
たね。やっていれば誰でも感じ取るわけですけれども。 
 山に木を植え始めれば、日本は温かくて雨が多い国
ですから、山の木はどんどん大きくなりますね。いく
ら川の上流の山の森が膨らんでも、川の流域に住んで
いる人間の意識が、森から海までは１つの系だと思わ
なければ、いつまでたっても川はよくならないわけで
す。川がよくならなければ、いつまでたってもウナギ
なんかはそのまま来ないわけです。 
 これは教育の世界に行くしかないなということはパ
ッと感じ取って、私はもちろんそんなことは経験がな
いわけですけれども、すぐ始めたのは、川の上流の小
学校を海に呼んできて、森と川と海はどうつながって

いるかということを子供たちに教えるといいますか、
体験学習と言っていますけれども、そういうことを始
めてみたわけです。最初の子供たちが来た印象、イン
パクトは、今でもほんとうに忘れることができません。
あ、これだと思いましたね。 
 その経験をちょっとお話ししますと、気仙沼は三陸
リアス式海岸です。ご存じのとおり、リアスというの
はスペイン語です。スペインのガリシアがリアス式の
本家本元です。リアというのはスペイン語で、スは複
数の S ですけれども、リアは、潮入川という意味です
ね。あのギザギザの海岸は、初めから海の波が削った
わけじゃなくて、もともと川が削った谷底なわけです。
そこに後から、縄文海進で海が入ってきた。これがリ
アス式という意味ですね。湾の背景には、必ず川が来
ているわけです。川が来ているということは、森林の
腐葉土を通ってきた中のもろもろの養分が海に供給さ
れているから、海が豊かなわけですね。 
 おそらく、海洋大学なんかでも、リアス式海岸が養
殖業が盛んなのは、複雑に入り組んでいるから沖から
波が入らないから、いかだを浮かべられるような静か
な海面があるから養殖業が盛んだぐらいの教育しか、
多分してないかと思うのです。それはとんでもない誤
りですね。川が来ているということが重要ですね。川
が来ているということは、川の流域には人間がいると
いうことです。海洋人間学を、水産大学は教えなきゃ
いけなかったのですね。今、思えば、そういう講座を
とっくにやはり持っていなきゃいけなかったのです。 
 子供たちを呼んできて、カキの種を挟むような、そ
ういう作業をやらせるとか、いろいろなことをやらせ
て、そういうものをかごに入れて、海へ船で連れてい
って、子供たちに、いかだにカキの種を下げさせるわ
けです。そういうのをやらせてしばらくたつと、子供
たちから質問が来るわけです。「カキにえさはどうして
いるんですか」というわけです。 
 ショックでしたね。カキの養殖を何十年もやってい
て、カキのえさは何だって聞かれたのは初めてです。
そういう疑問もあるのかと思いました。農家の子供で
すから、親を見ていて、農業をやるには肥料もやらな
きゃいけないし、薬もかけなきゃいけないし、時には
袋もかけなきゃいけないし、家畜を飼っていれば、毎
日、えさをやらなきゃいけないじゃないですか。海の
人間だって、やはり何かえさをやっていると思うのは
当たり前ですね。 
 いや、これ、えさは要らないのだと。カキのえさに
なる植物プランクトンは、海の中でひとりで増えてく
れるから、それを呼吸と一緒に吸い込んで、1 個のカキ
は 200 リッターも水を吸っているわけだから、えらと
いうフィルターがあって、そこにひっかけて食べてい
るのだという話を子供たちに説明しますね。そうする
と、子供はほんとうに真剣に聞いていて、漁師さんは
泥棒みたいですねと言うのです。ずばりでしょう。あ
る意味で、海洋大学なんて泥棒大学ですよね（笑）。魚
を、えさをやらないでただとってくるわけですから。
なるほど、子供たちから教えられることがほんとうに
多いですね。 
 ちょうど凪がよかったものですから、室根山という
900 メーターほどの独立峰がありまして、漁師は、昔は
GPS なんかはないですから、海へ出れば、自分の位置
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を確かめるために山を必ず見るわけです。我々は山測
りと言っていますけれども、3 点を見て自分の位置を確
かめる。山は天気予報を見る大事な、つまり雲とか雪
とか、目印だったわけです。漁師は必ず海へ出れば山
を見ていたわけですね。 
 それは単に山を見ていたというだけの話なのですけ
れども、そこの森から流れてくる養分が海の生物生産
とどうかかわりがあるかというのは、何となく感覚で
はわかっていましたけれども、科学的な根拠でもあり
ませんでした。 
 室根村の子供たちは、遠足でそこの山へ登ると気仙
沼の海が見えるわけです。海から山が見えるところま
で、船を沖へ出して、低い山の上から山がパーッと見
えてくるわけじゃないですか。これは子供たちにとっ
ても感激ですね。逆転の法則といいますか、海側から
山を見るということです。 
 そこでまたアイデアがひらめいて、男の子に、「君は、
昨日、学校の近くで、おしっこが詰まって、トイレに
行くのが面倒くさいと感じたろう」と、無理無理そう
いうふうに言うわけです。「大川に立ちションをしたろ
う」「いや、しません」なんて言うけれども、「いや、
したろう」と、無理無理したことにするわけです。「昨
日、あそこにおしっこをしたということは、大川を通
って、実は今日、ここまで来ているのだ」と。 
 ここで、カキのえさになっている植物プランクトン
をとってみせるからということで、プランクトンネッ
トでバッととるわけじゃないですか。またアイデアが
ひらめいて、コップで 1 杯をとって、「カキは、毎日、
これを食べているのだけれども、カキはどういう味を
味わっているか、君たちも試してみないか」みたいな
ことで、一口ずつ飲ませるということを考えたわけで
す。 
 動物プランクトンがいっぱいいますから、何かチク
チクしていますから嫌ですよね。でも、沖へ行けば漁
師の天国ですから、これを飲まなきゃ帰らないからな
んておどして、嫌々ながらこれを一口、元気な男の子
が飲むわけです。でも、農家の子供ですから、植物プ
ランクトンが圧倒的に多いですから、しょっぱいです
けれどもちょっと青臭いのです。キュウリの味がする
と言ったのです。それで安心して、キュウリの味かと
いうことで、みんな、回し飲みして、女の子もグルッ
と一通り回しのみをするわけです。しめしめと。 
 そんなことをやらせたり、これを食べてカキが育っ
たり、ホタテが育ったり、ホヤが育ったりということ
で、もう食いたいくらい食えって、みんな、仲間に言
って、そういうことを子供たちに食べさせて、それか
らおかに来て、最初のころはほんとうにたった 1 台し
か顕微鏡がなかったのですけれども、さっき君たちに
飲んでもらったプランクトンを顕微鏡で見せたわけで
す。 
 ご存じのとおり、珪藻類のキートセロスなんてプラ
ンクトンはとげプランクトンですごいじゃないですか。
さっきあれを飲んだんですか、きゃあーって大騒ぎで
す。それがのどに刺さるかもわからないから救急車を
呼ぶようにとか、いろいろなことを言って、これは教
育的効果はいいな。 
 「このプランクトンはカキのえさになっているのだ
けれども、昨日、立ちションをした人がいたというけ

れども、実は人間が流したものを最初に体の中に取り
込むのはこういうものだよ。このプランクトンを飲ん
だということは、おしっこを飲んだというのと同じこ
とだよ」ということを、子供たちにそれとなく投げか
けるわけです。 
 水俣病とか食物連鎖のことは教えますけれども、あ
まり詳しいことは言わなくても、子供たちは川の流域
にいていろいろな生活をしているわけですから、それ
が川を通して海に流れてくるということは、そこで悟
るわけです。つまり、突き詰めていけば、人間とはど
ういう存在であるかというのを、子供たちはバッとわ
かるんです。 
 しばらくして、子供たちから、体験学習の感想の作
文が来ます。普通、作文って書くのは嫌ですよね。で
も、その作文の字が、もうきれいな字で、ほんとうに
生き生きとして、見ただけでパッとわかります。 
 体験学習に行った次の日から、朝シャンで使うシャ
ンプーの量を半分にしましたっていうのです。どうで
すか。してやったりです。女の子は、台所の洗い物を
手伝って、お母さんが洗剤を振りかけるようにかけて
いたけれども、なるべく自然にいい、早めに分解する
ような洗剤を使って、しかも量をちゃんと決めて使い
ましょうとお母さんにお願いしましたと。男の子は、
またお父さんに、農薬とか除草剤を、ほんの少しでい
いから減らすようにお願いします。 
 もう文字どおり、カキの養殖をやっている我々は、
ほんとうにすごいポジションにいるなって、そこでも
うパッとわかりました。行政に文句を言ったり、大学
に文句を言ったり、そういうことは一切やめて、もう
我々は教育にとにかく邁進しようということで、とに
かく公的な機関から支援などは一切受けないで、全部、
自分たちの身銭と時間を使って、今まで 25 年間やって
きました。我々は 1 万人、受け入れました。その中の 1
人、仙台から来た女の子はプランクトンに目覚めて、
何と海洋大学に来て、今、カナダの大学のドクターで
す。 
 そんなことがありまして、私は、京都大学に講師み
たいな形で 10 年前から行っているのですけれども、農
学部だけじゃなくて、教育学部の先生からもちょっと
引っ張られて、そっちのほうにもちょっと行ったこと
があるのですけれども、「畠山さん、1 万人、迎え入れ
た子供たちの作文があるだろう。それをちゃんと精査
して、整理して、その中から何十人かピックアップし
て、そのときに体験学習に来たことが、その後の人生
でどのようなかかわりようがもしあったかということ
を調べ上げれば、博士論文になる」と言うのですね。 
 俺も、もう少しで何とか息子たちも追いついてきた
し、経営を渡して、そういう世界に行くかと思ってい
たときに、津波をくってしまって、その資料を全部流
されてしまった。もう我が人生、終わりかと思いまし
たよ、ほんとうに。 
 でも、そういうふうにまいた種が、いろいろな形で、
今、自分がわかる範囲でも芽生えておりますので、お
そらく、何らかの形では、もう 20 数年やっているとい
うことは、10 歳で来た子は 35 になりますから、もう人
の親になっていますね。そういうふうに物事はつなが
っていく。 
 漁師が山に木を植える、そのことだけが目立つから、
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そのことも報道なんかにも取り上げる機会が多いので
すけれども、ほんとうは私たちの「森は海の恋人運動」
の本質は、実に子供たちに対する教育にあったという
ことですね。いろいろな表彰を受けましたけれども、
残念ながら、文部省から表彰を受けたことはないです。 
 ただ、教科書にはさすがに取り込まれました。今、
小学校も、17 年ぐらいになりますか、小学校で使って
いる社会の全教科書に、私たちの活動のことは、全部、
今載っております。十二、三年にわたって中学 3 年生
の国語の教科書にも載りました。これは私が原稿を書
かされました。何と素人の私が、夏目漱石の隣に原稿
を書かされるという、そんなアクシデントがあったり、
この 4 月から、これは高校１年生の英語の教科書です。
レッスン 8 です。 
 タイトルは何だと思いますか。「The sea is longing for 
the forest. The forest is longing for the sea.」です。森は海
を慕っている、海は森を慕っている。相思相愛だとい
うことです。これは、英語の教科書に 10 ページにわた
って出ました。恥ずかしいことに、カキがメーンで、
ひげのない私の顔写真だけがここに載っているのです
けれども。英語の教科書でこれが出ましたから、国際
的な発信ですね。森と海はどういうふうにつながって
いるかという科学的なメカニズムも、当然、載ってお
ります。おそらく、こういうことはますます進むと思
います。 
 実は去年の 2 月 9 日、何と漁師の私がニューヨーク
の国連本部で表彰を受けたのです。何の表彰だと思い
ますか。世界で 5 人のフォレストヒーローというのに
なったのです。フォレストヒーローって何かといいま
すと、去年は世界森林年という年で、全世界で森林の
ことを考える都市でした。それにちなんで民間人で森
林保全をしている人を表彰するという制度があるので
す。アジア、アフリカ、アメリカ、ヨーロッパ、南米
北米の 5 大陸から、民間人で森林保全をしている人間
を表彰するのです。 
 縦割りからいけば、日本の管轄は林野庁ですから、
林野庁だったらやはり自分たちの山の仲間がいますか
ら、その中から日本代表を選ぶのですね。ところが、
震災という応援のこともあるし、私たちがずっと教育
に取り組んできたということも認められまして、日本
の林野庁は私をフォレストヒーローの日本代表に選ん
でくれたわけです。でも、アジア代表にならないとフ
ォレストヒーローにならないのです。 
 なかなか内定が来なかったのですね。国連でももめ
たのです。縦割りの中で、漁民をフォレストヒーロー
にしていいのかということじゃないですか。インター
ネットの時代ですから、いろいろな情報、引っ張って
みたわけです。そうしたら、あいつらがやっているこ
とはどうも意味がありそうだということで、何と私が
アジア代表になれまして、ほんとうに世界の５つのメ
ダル、金メダルをいただいてきました。これは、こう
いう世界のノーベル賞と言う人もいますんで、それな
りにインパクトはあるといいますから。 
 結局、海のことを考えるときは森のことも考えなさ
い、森のことを考えるときは海のことも考えなさいと
いうことは、森と海との間には人間の生活が横たわっ
ているわけです。これは人間のことも考えなさいとい
うことなのですね。ややこしいことですけれども、ほ

んとうにここを外しては物事は考えられなくて。 
 「The sea is longing for the forest. The forest is longing for 
the sea.」、森は海の恋人って、英語に訳すのはすごい難
しいことだったらしいのです。英語の先生から聞いて
も、なかなか訳が出ませんでした。恋人は日本独特の
言葉でもありますから、恋人自体をなかなか英語に訳
す、どうしたらいいか、ダーリンとか、ラバーとか、
何となく愛人ぽい感じじゃないですか。なかなか青少
年向けの訳にはならないということです。なかなかい
い訳が出ないものですから苦しんで、ある方にご相談
申し上げました。 
 どなたにご相談したと思いますか。何と皇后陛下、
美智子様です。何で皇后様がということまでジャンプ
しますけれども、両陛下は全国植樹祭に行かれますね。
山に木を植えるわけじゃないですか。それは林野庁の
管轄ですから、山に木を植えるということは、木材を
供出するとか、がけ崩れを防ぐとか、水を蓄えるとか、
景色を緑にするとか、CO2を固体化するとか、山という
ことだけで植樹祭をしているわけでしょう。 
 国体と植樹祭と、もう１つ、お祭りがあるのです。
全国豊かな海づくり大会です。海洋大学も関係してい
ます。ここの鈴木善幸氏は岩手県の山田の漁協の職員
だったのですけれども、あの方が、実は豊かな海づく
り大会というのを無理無理つくったのです。山のお祭
りがあるから海のお祭りもつくろうということで。こ
れに必ず両陛下がおいでになるわけです。ご存じでし
ょう。 
 植樹祭はいいですね、木を植えることに反対する人
なんかは、誰もいないじゃない。豊かな海づくり大会、
海を豊かにするようにって、何を両陛下にしていただ
いていると思いますか。人工採苗でつくった魚の赤ち
ゃんを海に放流していただいて、海が豊か。東北弁で
恥ずかしいっておしょすい、おしょすくもなくて、そ
んなことを海洋大の先生が何でズバッと言わないのか、
私は学長が言わないのかって頭に来ていましたね。そ
うでしょう。魚が育つ下地は、ウナギでも何でも、そ
ういうのをほっぽらかしておいていて、稚魚だけ放流
して海が豊かになるって、おかしいじゃないですか。
天皇陛下はハゼの研究者ですから、そんなこと、もう
百もご存じなのです。 
 それで、パッとお書きになって、森は海の恋人、や
はり森に木を植えるということは、海まで視野に入れ
て物事を考えなくてはと。その逆もあるということで
しょう。これがだんだんいろいろなことがわかってき
まして、三陸沖が世界三大漁場ですけれども、世界三
大漁場というのは、海洋大学では、親潮と黒潮がぶつ
かるから、そんな漁場だってずっと教えてきたわけで
す。でも、それ、突っ込んでいくとなかなか答えられ
ないわけですね。 
 ジョン・マーチンという人が発見した、鉄分という
もの、分析化学をやらなきゃいけないのですけれども、
鉄は酸化して、全部、海の底へ落ちてしまいますから、
海は鉄が不足しているのですね。それを供給している
ものは、実は森林でありまして、森林の中の腐葉土が
腐って、そこのときにフルボ酸というキレート物質が
できるのですけれども、それがイオン化した鉄とくっ
つくとフルボ酸鉄という形になって、酸化がしづらい
鉄になって、それが川から海に流れてきて光合成が起
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きるわけです。しかも、このフルボ酸というやつは水
に浮かびますから、それで河川水が流れている海域は
海が豊かなわけです。 
 三陸沖はどこから川が来ているのだということじゃ
ないですか。誰もそんな発想はないですね。これがわ
かったのは、たった 3 年か 4 年前に、北大と京都の地
球研の合同チームが、ロシアと中国の国境を流れてい
るアムール川流域、アムール川流域は日本の国土の 5
倍の森林があるのです。ここでつくられたフルボ酸鉄
が、オホーツク海を縦断して、千島列島の間を通って
三陸沖まで来ているということがわかったわけです。
森は海の恋人の世界も、もうそこまで来ちゃったわけ
ですね。そういう中で、全国植樹祭で、相変わらず魚
の稚魚を海に放流していただいて海が豊かになるよう
にって、どう考えたっておかしいじゃないですか。 
 そういうことで、両陛下は私たちのこの活動にご関
心があられるわけです。私は 20 年ほど前から皇后様と
接点があったものですから、皇后様にちょっとお願い
をして、森は海の恋人の英訳のヒントをお聞かせ願え
ないでしょうかと言ったら、long for という熟語を使っ
てみたらどうですか。 
 辞書を開いてみました。愛しているとか好き、熱愛
しているというのがありますけれども、第一義的には
慕っているということです。お慕い申し上げていると
いうことです。グレードがグッと上がりますね。だか
ら、「The sea is longing for the forest. The forest is longing 
for the sea.」。 
 国連に行ったとき、国連の皆さんにこれをご披露し
てみたらものすごい拍手が来ました。しかも、これが
実は皇后様の訳であるというお話をしました。また拍
手が来ました。あなた方はすごい女王を抱いていると
いうわけです。 
 Long for はどこから持ってきたと思いますか。これは、
やはり旧約聖書から来ているのです。キリスト教国と
いいますか、白人社会、どちらかというと英語圏はそ
ういう人たちが多いわけですから、そういう人たちに
わかるような訳をやるということは、やはり聖書に基
づく、しかも旧約聖書に基づくというのは、なるほど、
そういうことなのかとわかりました。 
 旧約聖書の詩編の 42 編に、シカが谷川の水を慕いあ
えぐがごとく、我が魂もなんじを慕いあえぐなりとあ
るわけです。猟師に追われたシカが、のどが渇いても
う死ぬほど水が飲みたい、死ぬほど水が飲みたいほど
に神様を慕っている。これが long for です。つまり、カ
キは、シカが谷川の水を慕うように、実は森から来る
川の水の養分を慕っているというわけです。 
 森も海から水蒸気が来なきゃいけないし、サケ、マ
スとかいろいろな海の生き物が上がってきて、それが
物質循環の中で海から上がってくるものもたくさんあ
りますから、森もそういうものを慕っている。それで
相思相愛。それがやはりこういうものの考えで、これ
から水産の世界のことを考える。 
 何回も言いますけれども、問題は、そういう中で、
川の流域に住んでいる人間が物事をどう考えるかとい
うことでしょう。私は国連でも言いましたけれども、
確かに科学的には鉄分をはじめとする養分のようなこ
とがわかってきましたけれども、子供たちの体験学習
をずっとやってきて私が感じていることは、やはり漁

師が山に木を植える運動は、第一義的には、川の流域
に住んでいる人々の心の中に木を植えることだと言っ
てみました。これはすごい拍手が来ました。海洋人間
学といいますか、こういう学問を立ち上げたというこ
とは、文字どおりそこにあるのじゃないかと私は思う
わけですね。教育ということです。結局、突き詰めて
いきますと、人間とはどういう存在になるかというこ
とにいくのじゃないかと思います。 
 学者に文句ばっかりずっと言ってきたのですけれど
も、10 年前から京都大学の先生方が来られまして、京
大は世界で初めての森里海連環学という学問がスター
トして、私は年何回か学生に話をするということで、
京大に行っておりますし、夏休みには、学生たちが気
仙沼まで来てフィールドワークをするようなことも 10
年前から続いておりました。 
 震災を受けて、京大が、年 2 回、25 人、大型バス 1
台のボランティアを 10 年間続けて気仙沼によこすこと
が決定しまして、一昨日も学生たちが来てくれました。
私は、植林している山へ連れていきまして、山の刈り
払いを、午前中、手伝ってもらいまして、午後は海辺
に来て、カキの養殖の作業を手伝ってもらいました。
カキを食べさせたり、プランクトンを飲ませたりして。 
 そういうことで、彼らはほんとうに、学部はめちゃ
くちゃなのですけれども、顔色を見ていると、顔色は
ほんとうにリフレッシュですね。受験勉強ばかりして
いた連中が、本物の自然に触れ合うような機会がない
学生たちが、そういうことでほんとうに気持ちが、や
る気が起きているということも、間近に、今、感じて
おります。 
 ぜひ、この海洋人間学という学問はこれから非常に
大事な学問であると私は思いますので、そういうこと
を踏まえて、ぜひ海洋大学でも、新しくこういう講座
を立ち上げて、やはり教育とは、結局、つまるところ
は人間をつくるということですから、学生の心の中に
木を植えていくような教育がなされればいいかなと思
いまして、今日、話をさせていただきました。 
 

 ご清聴、ありがとうございました。 
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□シンポジウム「漁業と教育」□ 

新しい船員災害防止の施策－第10次船員災害防止基本計画 

 

松澤芳春 1 

1国土交通省 海事局 船員政策課. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):6-9, 2014. 
キーワード：船員災害防止基本計画、船員災害防止実施計画、海上労働条約 

 
 

ただ今ご紹介をいただきました国土交通省安全衛生
室の松澤です。よろしくお願いいたします。本日は、
第 10 次船員災害防止基本計画を中心に、新しい船員災
害防止の施策についてご説明したいと思います。 

最初に「船員災害の傾向について（死傷災害）（図 1）」
ですが、昭和 43 年度作成の第１次船員災害防止基本計
画の前年度である昭和 42 年度と、直近の平成 23 年度
の災害発生率を比較しますと、グラフからお分かりの
とおり漁船では 48.3‰から 13.6‰に大幅に減少してい
ますが、最近ではその発生率は鈍化しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 また、漁船は各年度とも一般船舶（平成 23 年度 9.6‰）
よりも高い発生率となっています。そのため、後ほど
ご説明しますが、第 10 次船員災害防止基本計画の期間
中には、従来からの対策を着実に実施するとともに、
特に漁船における安全対策に重点的に取り組むことと
しています。なお、この発生率、‰は、分母に船員数
を、分子として休業 3 日以上の被災船員数により算出
した千人率で示しています。 
なお、疾病の発生率については、平成 23 年度では漁
船 8.7‰、一般船舶 11.0‰と、先程の災害発生率とは逆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

図 1. 船員災害の傾向について（死傷災害）  

筆頭者連絡先：〒100−8918 千代田区霞が関 2-1-3  
        e-mail : matsuzawa-y2x5@mlit.go.jp 
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図 2. 漁船における死傷災害対策

図 3. 船員の労働安全と健康を確保するための枠組み 

外航

2%
内航

（大手）

3%

その他

13%

内航（その他）

24%
漁船
58%

業種別災害発生割合（平成20～22年）

漁ろう関係

42%

漁獲物取

扱関係

11%

漁具漁網

取扱関係

9%

整備・管理

関係

11%

荷役関係

8%

出入港関係
7%

運航・運転

関係

4%

職務外

2% その他

6%

漁船の作業種別

漁船に特有な作業で
６割以上発生！

10.4  9.5 

13.4 

6.2 

2.1 

13.9 

5.2  5.3 
7.1 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

全
船
種

一
般
船
舶

漁
船

そ
の
他

全
産
業

鉱
業

建
設
業

港
湾
業

陸
上
貨
物

林
業

船員 陸上労働者

死傷災害発生率の海陸比較（‰）（‰）（‰）
27.7

（‰）

※陸上労働者と比較するため、休業4日以上の災害発生率を採用している。

発生率・発生
割合とも高い！

○ 船員災害防止活動の促進

○ 技術的な指導及び援助

○ 情報及び資料の収集・提供

○ 広報等

快
適
な
作
業
環
境
及
び
居
住
環
境
の
実
現

国土交通省

船員災害防止協会

船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

連
携

○ 船員の安全と健康を確保するため船内における快適な作業環境及び居住環境を実現するため、
国､船舶所有者､ 船員が一体となって取組みを推進

船
員
の
安
全
確
保

船
内
衛
生
の
向
上

船

員

災

害

防

止

船
員
法

総合的かつ計画的な
船員災害防止対策の推進

船員災害防止基本計画（５年毎）

船員災害防止実施計画（毎年）

船員労働安全衛生月間（９月）

作
成

反
映

・船長、衛生管理者等による管理

○ 安全衛生に係る基準や資格等の制定

○ 船員労務官による監査等を含む監督

指導

○ 自主的な船員災害防止活動の促進

船舶所有者・船員の活動

・船内作業による危害の防止及び
船内衛生の保持に関する基準の
遵守

・医薬品の備付け
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船舶所有者
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に、一般船舶の発生率が高くなっています。 
また、平成 20 年度から 22 年度までの 3 年間における
業種別災害発生割合では、漁船が 58％と全体の過半数
を占めているほか、漁船の作業種別による区分では、
「漁ろう関係」42％、「漁獲物取扱関係」11％、「漁具
漁網取扱関係」9％となっており、漁船に特有な作業で
6 割以上の災害が発生しています（図 2）。 
 さらに、海上と陸上の死傷災害発生率について休業 4
日以上の災害発生率で比較した場合、陸上の全産業平
均 2.1‰に対し、全船種では約 5 倍の 10.4‰と著しく高
い発生率となっています。特に、漁船の 13.4‰は、林
業 27.7‰、鉱業 13.9‰に次いで高く、全産業平均の約 7
倍となります。このデータからも特に漁船における死
傷災害対策が重要であることがお分かりになると思い
ます（図 2）。 
 次に、船員の労働安全と健康を確保するための枠組
みですが（図 3）、船舶所有者と船員が自主的な船員災
害防止活動を実施することを基本に、船員法において
は、安全衛生に係る基準や資格等の制定、船員労務官
による監査等の監督指導を規定しています。また、船
員災害防止活動の促進に関する法律においては、5 年ご
との船員災害防止基本計画、それを受けて毎年作成す
る実施計画等を規定しており、例えば毎年 9 月に実施
している船員労働安全衛生月間、各種講習会等につい
て船員災害防止協会と連携を図りながら、船員の安全
確保及び船内衛生の向上を通じて船員災害防止の取組
を推進しています。 
次に、平成 25 年度から 29 年度までの 5 年間を計画期
間とする第 10 次船員災害防止基本計画においては、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第１次基本計画から約半世紀が経過し一つの大きな節
目となることから、改めて初心に立ち返り、取組の効
果的かつ一層の推進を図るため、漁船の死傷災害を
15％減少させる等の従来の計画と同様に数値目標を掲
げるとともに、死亡・行方不明の件数を 2 割減少とい
う目標を定めています。また、特に、先程ご説明した
漁船の災害発生率から、「漁船における死傷災害対策」
について新たに柱立てをして、自主的な災害防止対策
を求めるとともに、適切な指導監督を行うこととして
います（図 4）。 
この基本計画を踏まえて作成しました平成 25 年度船
員災害防止実施計画においては、死傷災害について、
一般船舶 3％、漁船 4％の合計 3％を、疾病については、
一般船舶 4％、漁船 2％の合計 3％を、また、基本計画
と同様に死亡・行方不明の発生件数の 2 割をそれぞれ
平成 25 年度の減少目標としています。 
そして、そのための取組として、転倒やはさまれ等に
よる作業時を中心とした死傷災害防止対策、海中転
落・海難による死亡災害防止対策、漁船における死傷
災害対策等を実施することとしています。また、交通
モードは異なりますが、昨年発生した高速バス事故の
原因が居眠り運転であること、居眠りによる海難事故
が船舶事故の 10％を占めているとの運輸安全委員会報
告等を踏まえまして、従来から実施計画等に記載して
いる睡眠時無呼吸症候群（SAS）等による睡眠障害に加
え、疲労や寝不足、気のゆるみ、眠気を催す薬物の服
用等による居眠りに対して、船員本人だけではなく、
船舶所有者がその健康状態を把握して対策を講ずるこ
ととしています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 4. 平成 25 年度船員災害防止実施計画について 

船員災害防止活動の促進に関する法律（昭和４２年法律第６１号）の規定により、国土交通大臣は、５年ごとに船員災害の防止に関

し基本となるべき事項を定めた船員災害防止基本計画を作成し、基本計画の実施を図るため、毎年、船員災害防止実施計画を作成
しなければならないとされている。

船員災害防止計画とは

○作業時を中心とした死傷災害防止対策

○海中転落・海難による死亡災害防止対策

第１０次船員災害防止基本計画
（平成２５年度～平成２９年度）

○漁船における死傷災害対策

○年齢構成を踏まえた死傷災害及び疾病防止対策

○生活習慣病等の疾病防止対策

主要な対策

船員災害の減少目標

死傷災害 疾 病

一般船舶 １１％減 １２％減
漁 船 １５％減 ５％減
合 計 １３％減 １０％減

○死亡行方不明発生件数２割減

○その他の安全衛生対策

平成２５年度船員災害防止実施計画

死傷災害 疾 病
一般船舶 ３％減 ４％減
漁 船 ４％減 ２％減
合 計 ３％減 ３％減

○死亡行方不明発生件数２割減

船員災害の減少目標

○作業時を中心とした死傷災
害防止対策

○海中転落・海難による死亡
災害防止対策

○漁船における死傷災害対策

○年齢構成を踏まえた死傷災
害及び疾病防止対策

○生活習慣病等の疾病防止対
策

重点を置くべき船員災害の
種類に対応した取組

○その他の安全衛生対策

総合的な安全衛生の向上を
目指した取組

○安全衛生管理体制の整備とその活動の推進
①作業基準、安全基準の徹底
②若年船員に対する安全衛生に係る教育・

指導の充実
③安全衛生パトロールや安全衛生教育等の

実施
④船内における安全衛生管理体制の構築及び

推進

○船員の居住環境・作業環境の整備・改善
①船内環境の整備・充実
②適正な労働時間の遵守及び休息時間の確保
③死傷災害に係るリスク低減対策等
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 その他、この 8 月 20 日に発効した ILO の海上労働条
約の批准に伴う改正船員法において義務化された措置
の周知、指導監督を定めています。 
次に、平成 25 年度から 29 年度までの 5 年間の基本計
画の期間中における新規取組案についてご紹介します
と、「漁種・作業形態に応じた適切なライフジャケット
等保護具の紹介及び相談体制の構築」として、メーカ
ー等で構成されている船員災害防止推進会の協力によ
り、従来から実施しています 9 月を中心に開催する船
員災害防止大会における保護具の展示に加えて、サバ
イバルトレーニング等各種講習会においてもその展示
や、漁網又は釣り等の作業形態に応じた使いやすい保
護具の説明を行う等の相談体制を整備することとしま
した。 
 また、「目に、耳に訴える」分かりやすい講習、船
員家族も参加できる講習」については運輸安全委員会
の協力をいただき船舶事故ハザードマップの講演を 5
回開催したところです。「船員労働安全衛生月間の標語
の見直し」については、本年度の船員労働安全衛生月
間から、家族目線による標語を水産系高校を始め幅広
く募集しました。さらに、「ベストプラクティスの選定
等」については、現在、細かな制度設計を行っており、
できれば年明けの１月からその第１回目の募集を開始
したいと考えています。その他「ライフジャケット着
用推進員制度（仮称）の創設」と、久宗先生が北海道
の漁協等において既に実施されている「船内向け自主
改善活動（WIB）の取組推進」については、今後検討
することとしています。 
最後となりますが、2006 年の海上労働条約について簡
単にご紹介いたします（図 5）。 
海上労働条約は、IMO、国際海事機関の SOLAS 条約、

MARPOL 条約、STCW 条約と並ぶ海事関連国際条約の
第４の柱として位置付けられるもので、ILO において従 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来の商船関係の条約・勧告を統合し、船員の労働条件
に関するグローバルスタンダードとして採択されたも
のです。この条約は、先月の 8 月 20 日に条約批准国で
発効していますが、我が国においては、8 月 5 日に批准
登録を行ったことから、条約の規定に基づきその 1 年
後である来年、平成 26 年 8 月 5 日に発効することとな
っています。 
なお、海上労働条約は商船を対象としたもので、漁船
については別に漁業労働条約が採択されていますが、
国際条約の批准に伴う船員法の改正に当たっては、従
来から労働時間等の漁船の労働実態等に応じた特別の
規制が必要なものを除き、商船と漁船で共通の制度と
しています。 
具体的には、改正船員法では、船員の最低年齢は条約
に基づき 16 歳以上としましたが、漁船ではその就労実
態から 15 歳以上で義務教育修了、つまり従来どおりに
中学卒業者以上としています。 
また、司厨部員ではなく、例えば甲板部員、機関部員
として雇い入れられても、実際に船内で調理を行う場
合には、商船と同様に指定テキストによる社内教育等
を受ける必要がありますが、漁船ではその教育を修了
した証明書は不要としています。 
その他商船と同様に漁船に適用されるものとしては、
船内で処置を行った場合にその内容を記録し、後日、
医療機関で受診する際の参考とする「医療に関する報
告書」の作成や、船舶所有者、船長等に直接苦情の申
出を行うことができる船内苦情処理手続を定めること、
5 人以上が乗り組む船舶においては「船内安全衛生委員
会」を設置しなければならないこと、従来の水質検査
に加えて飲料水の量等の定期的検査が定められていま
す。 
駆け足となりましたが、私からの説明を終了します。
ありがとうございました。 
 

図 5. 「2006 年の海上の労働に関する条約」 について 

ＩＬＯ（国際労働機関）がこれまでに制定した商船関係の条約等を整理・統合するとともに、

船員の労働条件を改善 ※ ＩＬＯ（本部ジュネーブ・加盟国１８５か国）

ＩＭＯ

SOLAS (The International Convention for the Safety of Life at Sea)

「海上における人命の安全のための国際条約」
○航海の安全を図るため、船舶の構造、設備、救命設備、貨物の積み付け等に関する技術基準を定める

MARPOL (International Convention for the Prevention of Pollution from Ships)

「船舶による汚染の防止のための国際条約」
○海洋汚染の防止を目的に、船舶の構造や汚染防止設備等に関する技術基準を定める

STCW (International Convention on Standards of Training, Certificate and Watch-keeping for Seafarers)

「船員の訓練及び資格証明並びに当直の基準に関する国際条約」
○船員の訓練要件、資格証明、当直などに関する国際的な統一基準を定める

ＩＬＯ
ＭＬＣ（Maritime Labour Convention）
「海上の労働に関する条約」

船員の労働条件に関するグローバルスタンダードとしての
「２００６年の海上の労働に関する条約」 （２００６年２月２３日採択）

あわせて、ＩＭＯ（国際海事機関）関連条約の分野では既に世界的に導入・実
施されている「旗国検査」及び「寄港国検査（ポートステートコントロール）」の
システムを新たに導入

ＩＭＯのSOLAS / MARPOL / STCW条約に続く「海事関連国際条約の第４の柱」としての位置づけ

条約批准に伴い、
船員法改正による国内法化
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□シンポジウム「漁業と教育」□ 

高校の漁業教育 

 

高石由紀子 1 

1鳥取県立境港総合技術高等学校 海洋科. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):10-14, 2014. 
キーワード：水産学科、水産海洋系高校、海っておもしろい 

 
 

Ⅰ.はじめに 
私は鳥取県立境水産高等学校海洋工学科（現境港総

合技術高等学校海洋科）を卒業し、東京水産大学海洋
生産学科（現東京海洋大学海洋科学部）へ入学、10 年
前に大学を卒業以降、鳥取県境港総合技術高等学校で
海洋科職員として勤務しております。今回『水高（水
産高校をこう呼びます）卒で母校へ戻って教員をして
いる』ということでご指名をいただき、こうして日本
海洋人間学会で高校での漁業教育について発表させて
いただくこととなりました。少子化や社会情勢等の影
響を受け、各地の水産高校が学級再編や学校再編を余
儀なくされている昨今ですが、全国で日々一生懸命教
育活動をなさっている水産海洋系高校を広く知ってい
ただく機会をいただきましたこと、深く感謝申し上げ
ます。 
 
Ⅱ.水産学科とは 
さて、『水産学科』とは何か、ですが水産や船舶に関

する学習をする学科（水産学科、総合学科、その他系
学科）を言います。日本全国の高等学校数は 4,981 校、
生徒数（3 年間の本科＋専攻科）は 3,319,758 名そのう
ち水産・海洋系の学習ができる学校数（全国水産高等
学校長協会登録）は 47 校で『水産・海洋系高校』と呼
んでいます。本科の生徒数は 9,423 人と全日制に通う高
校生全体のわずか 0.3％です。その少数精鋭を、「水産
業や地域の支えになってもらうべく、いかにたくまし
く鍛えていくか」が、高校での漁業教育の使命である
と考えております。高等学校の教育課程のうち、『普通
科』では国語、数学、理科、地歴公民、外国語、家庭
科、芸術等を主体に授業が構成されていますが、『専門
科』での授業はその名の通り、普通教科の他に各産業
に関わる教科を学びます。そして『水産学科』では、
漁業生産や船舶、養殖、加工、流通、情報通信等の学
習をとおして生徒を育て、将来はその産業の担い手と
なり、地域社会を支える人材として活躍してもらうこ
とを目指しています。水産を学べる学校の名称は、以
前であれば『～水産高校』や『～海洋高校』とすぐに
判別ができましたが、昨今では統廃合により『～総合
高校○○科』や『総合学科』のなかで水産関連分野を
学習する学校もあるため、一目では分からない場合も
あります。しかしながら、各校の教育活動には海や船、 

 
 
 

水産物に対する情熱がこもっており、各校のホームペ
ージや地元の新聞にはそうした多くの活動が紹介され
ています。 
 
Ⅲ.入学する生徒はみんな海や魚が好き？ 
海や船や魚が好き、水産業や海洋関連産業を志して

いる、そういった生徒が入学するのでは？と思われる
ことが多いのですが、学校によって様々です。沖合や
遠洋漁業の盛んだった昭和の時代はそうした入学生が
多く、たくさんの卒業生が日本全国や世界の海で活躍
していらっしゃいます。しかし、今は全ての生徒がそ
うではなく、卒業後の進路を見据えた意欲の高い生徒
が集まる傾向のある学校と、学力の面から考えてこの
学校が妥当であった、という生徒が多い学校がありま
す。また、『水産業』は対象魚種、漁法、加工方法、流
通経路等、日本全国津々浦々、地域によって特色が様々
であり、バックグラウンドの『水産業』がどれほど地
域にとって影響力があるかも入学生の意向に影響して
いると考えております。しかしながら、どの学校でも
せっかく 3 年間水産を学ぶのですから、1 年生で『水産
が好き（嫌いではない）』に育て、2 年で『専門教科が
おもしろい』、3 年で『習ったことを使いこなせる』へ
育てるプロセスが必要であると実感されており、様々
な活動により生徒の伸びていく力を引き出していらっ
しゃいます。本校にも年によって変動しますが、『将来
を決めている意欲の高い生徒』、『海とか船とか好きだ
から来た生徒』、『学力面から妥当であった生徒』が、
だいたい 3 分の 1 ずつ入学してきます。『やる気に溢れ
た生徒』と、『なんとなく・・・』の生徒。学習をして
いても意欲や理解力に差が生じ、苦労する場面もあり
ます。ところが、苦労しない方が良いのではなく、む
しろ苦労することで「どうやったらこの子たちがもっ
と水産を好きになるだろうか？学びたいと思うだろう
か？」と考えることで授業にも工夫が生まれ、『なんと
なく・・・』の生徒が、3 年時には「魚市場」や「漁協」
への就職を考えてくれるまでに育ちました。いつもう
まくいくとは限りませんが、それでも「きっと水産が
好きになる！」という気持ちで、「海っておもしろい！」
をたくさんの若者に伝えたいと取り組んでいる、本校
海洋科での漁業教育についてご紹介します。 

 
Ⅳ.本校の取り組み 
1. 1 年次『水産基礎』での漁業教育 
義務教育では学ぶ機会のなかった『海』、『船』、『魚』

筆頭者連絡先：〒684-0043 境港市竹内町 925 番地  
               e-mail : shinbo_yk@mailk.torikyo.ed.jp 
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を、1 年生では『水産海洋基礎』にて初めて学びます。
大きな目的は『海や魚が身近な存在であると気づく』、
『水産を好きになる』、『水産業が日本人にとって重要
な産業であることを学ぶ』ことです。ロープワーク、
編網、海図、天気図、小型船舶操縦、海洋観測、機関
シミュレータ操作、魚の解剖、海浜への漂着物調査、
定置網漁業実習や釣り実習（図 1）、アジフライ調理実
習（図 2）等様々な内容を漁業と関連づけて座学で学習
し、実習で経験します。魚はどんな環境に生息してい
て、どうやって船を操り、魚を獲るのか、そして日頃
自分達が食べている魚はどうやって海から食卓まで運
ばれるのか、を関連づけて学習することで、水産を好
きになるきっかけをたくさん提供し、海洋科での学習
内容に興味を持たせます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本校では、学校での授業の他、１年時に『若鳥丸』

による 3 泊 4 日（下関寄港、水族館・市場見学、企業
見学、底釣り実習）の航海実習を行います。入学して
間もない 5 月、生徒達は初めて船で生活し、海や船、
魚にまつわるたくさんの不思議に触れるのです。船酔
い、新しい仲間との共同生活、当直、食事当番、掃除
など普段陸ではできない体験の中でこれから水産を学
ぶものとして基本的な内容を学びます。下関では網を
作る工場を見学しており、6 月には定置網実習、冬には
編網実習を行い、「漁網」についても「工場で作る」「漁
業の現場で使用する」「自分で作る」と段階的に学習を
していき、2 年時以降の網の設計、網の修繕につながっ

ていきます。1 年生での編網の実習では一人一つたも網
を製作しますが、手先が器用で授業時間内に完成する
子もあれば、結びが甘く編み目が規定の大きさより小
さくなったり大きくなったり、同じ作業を継続するた
め途中で集中力がきれてしまう子もあります。「苦労す
るだろうけれど、『技術を習得する』というのはそうい
うこと。初めから上手にできるわけではない、でも上
手になるまでひたすら続けていくことで、技術が身に
ついていくのだよ。」と先生に言われ、時間をかけて製
作していきます。 

こうした 1 時間 1 時間の授業での取り組みや、先生
の一言一言が、生徒の気持ちを動かす重要なポイント
になっていると感じています。 
2. 2 年生『イカ釣り航海実習』での漁業教育 

2 年生では 9 月上旬、若鳥丸（図 3）による 1 週間の
イカ釣り航海実習を行っています。実際の操業を体験
し、生産者の気持ち（やりがい、楽しさ、苦労や工夫
等）を知ることが目的の一つです。乗船前の授業や水
産試験場の水産技師の講義で鳥取県のイカ釣り操業、
漁場選定、水揚げの方法を学び、手釣りの仕掛けを若
鳥丸甲板員とともに作成することにより（図 4）、これ
から自分たちの行う実習に対するモチベーションをあ
げます。そして、操業（図 5）、選別、冷凍による保蔵
の他、解剖、生態観察、一夜干し調理、試食を行って
います（図 6）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 御来屋漁協の協力のもと定置網実習 

図 2. 食品科協力のもとアジフライ実習 

図 3. 鳥取県海洋練習船『若鳥丸』 

図 4. 若鳥丸乗組員と手釣り漁具を作成 
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保蔵方法や活魚輸送についても実験を行い、おいし

く食べてもらうための工夫についても学習します。漁
師や市場、鮮魚販売店、調理関係等水産業界へ進むこ
とを考えている生徒もおり、大変良い経験となってい
ます。 

昨年度までは 6 月にスルメイカを目的に日本海を北
上していましたが、今年度はシロイカをメインに、日
本海西で操業しました。生徒たちもシロイカを釣ると
意気込んでいたのですが、2 回目の操業まではスルメイ
カばかり。海洋観測でも、水深 125ｍ付近の水温は 10
度を下回り、シロイカに適した水温ではないのではな
いかと考えられました。そこから船長の漁場探査にさ
らに力が入り、走っては CTD を入れ海洋観測の繰り返
しで、3 回目の操業では見事シロイカの漁場を発見しま
す。生徒に何とかシロイカを釣らしてやりたい、せっ
かく船に乗って学ぶのだから、海、船、魚のことをち
ゃんと伝えたい。そんな強い気持ちで練習船『若鳥丸』
を運航してくださる船長はじめ、乗組員の皆さんの協
力があり、航海実習がより充実したものになっていま
す。 
3. 漁場調査・神経締め・血抜き 

1 年生から 3 年生まで、一番楽しみにしていると言っ
ても過言ではないのが実習船若鳥丸や小型実習船わか
たかで行う釣り実習です（図 7）。季節によって釣れる
魚も様々で、船釣りですから大物を狙うこともできま
す。このとき、漁場・釣りの情報（位置、天気、気圧、
気温、水温、水深、潮、仕掛け、エサ）と釣り上げた
魚の種類、全長を計測する漁獲物調査を併せて行って

います。すべての回ではありませんが過去 10 年間記録
を残してきました。「釣って楽しみ、食べて終わり」で
はなく、その漁場や魚種の変化に目を向けるための調
査で、近年南方の魚が混じっていること、元々いなか
った魚種が越冬して大きくなっていることなどを知る
良い機会となっています（図 8）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、ワイヤーを用いた神経締めや血抜きの実習を

行っています。以前教員研修で水産大学校の先生から
神経締めを学び、その後教員ひとりひとりが DVD や知
人を通じてさらに学びました。野締め以外の方法で締
めたときのおいしさは、経験がなければわかりません。
「これまで食べたことのなかったウマヅラハギも血抜
きをして薄造りで食べたらすごくおいしかった！」「今
までアジは生臭いものだと思っていたけど神経締めを
して血抜きをしたものは臭みがなく甘くておいしかっ
た！」『おいしいものをおいしく食べる』を生徒たちに
伝えると、子どもから家庭に伝わります。そして、彼
らからその子どもへと伝達されていくのではないかと
期待しているところです。 
4. 3 年次『課題研究』での漁業教育 

課題研究は、生徒がこれまでに学習した内容をさら
に深化させる教科で、本年度は航路模型作成、小型実
習船わかたかの動く模型作成、潜水技術をいかした藻
場造成、タッチプールの 4 テーマで行っています。ど
れもおもしろいのですが、このうち 4 年間継続して行

図 5. イカ釣り操業 

図 6. 解剖、観察 

図 7. 釣り実習 

図 8. 掲示用の簡易魚図鑑 
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っているタッチプールについて紹介したいと思います。
ご存じのとおり、タッチプールは海の生き物に実際に
触れて学ぶコーナーです。これまでは年に 5 回ほどで
したが、地域のイベントに呼ばれることも多くなり、
好評をいただき、本年度は例年オファーをいただいて
いる『境港市いきいき浜っこまつり』『夢みなとこども
祭り』学校開催の『なかよしフェスティバル』『総合技
術フェア』の他、『中野港漁村市』や『海とくらしの史
料館』『鳥取県水産試験場海と魚の学習日』にお招きい
ただきました。合計 13 回の開催はすべてが土・日で、
参加生徒のスタンスはボランティアです。月に 4 回あ
る場合もあり、平日は授業と部活、週末はタッチプー
ルという時もありましたが、若い彼らは疲れる様子も
なく、誰よりも楽しんで活動をしていました（図 9, 10）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
実は境港には水族館がなく、海も流れが強く遊泳禁

止のため、小さな子どもが安全に海で遊び、海の生き
物に触れる機会はあまりありません。いつも見ている

海なのに、いつも食べている魚なのに、生きている姿
は知らない、だから知りたい！という子どもたちが集
まってくださり、親御さんも一緒になって楽しんでく
ださっています。生徒も誇らしげに自分たちが岸壁や
砂浜で捕獲してきた生物の説明をしていて、「海って、
魚っておもしろい！」が、生徒から子どもたちへ紙に
しみこむインクのように伝わっていきます。海洋科だ
からこそできる地域貢献の瞬間であり、私の一番好き
な取り組みでもあります。 
5. 海洋練習船若鳥丸『県民の船』 
 本校の生徒が乗船実習を行っている海洋練習船若鳥
丸は「鳥取県民のみなさんにもっと海や船を知っても
らおう」「私たちの住んでいる町を海から見てみよう」
というコンセプトで、地域の幼稚園、小学校、高等学
校、公民館活動等を対象に『県民の船』として年間 30
日間稼働しています。4 年ぶりに復活した今年は、これ
までに 22 回、約 1,000 人の方にご利用いただきました
（図 11）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 近辺の幼稚園、保育園では魚市場の見学や、魚食教
室、給食に地元の食材を使っているなど水産物にふれ
る取り組みをされています。こうしたことからも船に
乗って海に出る、自分たちの町を海から見るというこ
の機会をとても楽しみにしていらっしゃいます。また、
今年度は新しい試みとして鳥取県鳥取市の鳥取港にも
停泊しながら東部のみなさまに利用していただけるよ
う夏休みに 3 日間の『ジオパークコース』を計画しま
した。普段は西部の境港を拠点としているため鳥取港
に寄港することがなく、東部のみなさんに若鳥丸に乗
っていただく機会がなかったため、「海から眺める景色
はとても美しく、楽しく、自分たちの住んでいる町を
誇りに思う」と大変喜んでいただけました。世界ジオ
パークに認定されている山陰海岸ジオパークの鳥取砂
丘や浦富海岸沖を航行しながら、山陰海岸学習館の方
にジオパークや海にいる生き物の説明をしていただき
ました（図 12）。 
 また、海洋科 3 年生の生徒を案内役として乗船して
もらい、船内を自由に見学できるようにしたことで、
海洋科の学習内容についても伝えることができました。 
 

図 9. 海とくらしの史料館での活動 

図 10. タッチプール班 

図 11. いってきま～す 
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海、船、魚を学ぶ生徒達が、県民のみなさんに自分た
ちの学んでいることをいきいきとした表情で、思いや
りの心をもって接していたことに非常に好評をいただ
いきました。船のみなさんからも「とても助かった」「生
徒がいろいろ説明していたよ」と褒めていただき、手
伝ってくれた生徒のがんばりにとても感激できた活動
となりました。 
 
Ⅴ. おわりに 
 今回紹介した内容は、本校の漁業教育のほんの一部
です。他にも教科『漁業』『漁船運用』『海洋環境』『水
産生物』『ダイビング』等で学びますし、食品加工や販
売、流通、会計を学んでいる食品・ビジネス科での取
り組みもあります。また、前述したとおり、全国の水
産・海洋系高校では地域に根ざした漁業教育を行って 
おられ、その活動内容は様々です。 

この仕事を始めて 9 年になりますが、毎年入学して
くる生徒の様相は違います。昨年上手くいったことが
今年もうまくいくとは限らず、試行錯誤の連続で迷う
こともあります。また、彼らも日々の生活の中で成長
していきますので、前よりも楽しく学ぶようになった、
ということもあれば、迷ったり悩んだりする時期もあ
り、最近ちょっと心配・・・、ということも日常茶飯
事です。 

ここ最近よく思うことは、「教えたら（勝手に）育つ」
ということです。「（勝手に）育つように教える」と言
い換えることもできると思います。「基本をしっかり伝
えたら、あとはどんどん学びを深化させていき、自分
で（自分達で）発展させていた」ということを体験し
ました。わかるまで教えるには時間がかかります。工
夫を凝らした仕掛けを用意しなければならないことも
あります。釣りと同じで、どんな仕掛けも効果的でな
ければ肩すかし。でも、対象の生徒に合わせて効果的
な仕掛けを考え、練りに練った取り組みを一生懸命に
なって本気で続け、手を変え品を変え、工夫しながら
継続していくことで、彼らの海や水産に対する意識が
大きく変わっていくことを実感しています。 

卒業後に水産業に就くかどうかも学科存続のために
は重要な視点であり、水産学科の使命であると考えま
す。そして、高校で学んだことを基本にして、一人の
国民として生産者・消費者の両方の視点から海や船、
水産について自分で考え、「教わったことはできる」だ

けの人ではなく、自分で判断できるよう成長してもら
いたいと思っています。これからも限られた時間で若
い力を存分に伸ばすべく邁進して参りたいと思います
ので、応援してやってください。  

最後になりますが、今日も全国各地でいろんな水高
がそれぞれ特色ある漁業教育を行っていることをご理
解いただき、興味を持っていただけたとすれば幸いで
す。暖かい目で最後まで読んでくださった皆様、あり
がとうございました。 
 

図 12. 浦富海岸沖を航行中 
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Ⅰ. はじめに 
1. 戦後の水産業の変化と教育 
産業科学は対象とする産業の変貌に伴い役割も内容

も変化する宿命を背負っている。我が国の漁業も戦後
から現在まで大きく変貌しており、漁業学も社会的要
請への対応を行い続けその結果として変貌してきた。 
 戦後間もない頃は食糧難を解決し、また復興する政
策として漁業生産の発展が奨励された。当時沿岸にあ
ふれた中小型漁船を減船し中大型漁船に集約する転換
政策によって、漁場も沿岸から沖合、沖合から遠洋へ
外延的発展 1）をした。この頃の教育研究の中心は漁具・
漁法や漁船・航海などの漁業生産に関する技術開発で
あった。 
しかし 1977 年以降の 200 浬法の定着によって、遠洋

漁業は急速に衰退し、代わって海外合弁事業によって
外国の沿岸漁業が発展した。また海外の沿岸漁業の発
展に伴いバイヤーによる買い付けと輸入も盛んになる。
合弁事業の円滑な実施のために漁業の国際的な技術協
力事業も活発化した。教育研究面では漁業生産技術に
おける省力化とその実用化の研究が活性化し、留学生
や若手外国人研究者の受け入れも増加し始める。 
 1990 年代になって水産物市場の変化に伴い水産物
流通における関心も上流から下流へとシフト 2）した。
水産業界からの人材要請も漁業生産の現場で働く人材
から流通で働く人材へと格段の変化が起きた。各大学
で漁業教育を受けた卒業生の進路も流通関連業界のシ
ェアが大きくなった。水産経済系が重視されるように
なり、大学もこれを受入れ教育組織の再編を続けてき
た。 
近年、水産業の変化に加えて少子化・グローバル化

などの社会情勢の変化が大学間の競争を引き起こすこ
とになり、競争が漁業教育にも思わぬ影響を及ぼし始
めてきた。ここでは国内の大学における漁業教育の現
状についてまとめ、今後の課題等について議論する。 
 
Ⅱ. 我が国の漁業教育の規模 
1. 大学数 
現在国内の水産学系学部をもつ大学・大学校は 8 校

（うち私立 1 校）、水産学系の学科をもつ大学は 11 校
（うち私立 4 校）、合計 19 校（うち私立 5 校）である(表
1)。これらの大学が設置されている都道府県は北海道か 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら鹿児島県にわたり広域である。これだけの数の水産
学系の大学の教育組織がある国は世界でも珍しいと考
えられる。 
 これらの大学の中には古い歴史を持つ組織が少なく
ない。戦前の我が国は海洋立国を目指しており、水産
学系の教育は旧帝国大学のほかに水産講習所や函館高
等水産学校等が一翼を担っていた。これらが戦後の組
織改革で大学に包含されているケースがあったからで
ある。教育の内容は旧帝国大学では純粋な学術研究を
中心とする組織が多く、講習所等では戦力になる人材
の早期育成を目的とした水産技術系の教育という違い
があった。 
 
２. 入学定員 
各大学のホームページに掲載されている数値から計

算するとこれらの大学等の総入学定員は 2,150 名前後
（うち私立 600 名）と推定される(表 2)。総数として教
育組織数・入学定員数ともに国公立機関の比率が大き
い。 

これらの大学は大学院も設置しており、これらの総 
入学定員は修士で 700 名強（うち私立 70 名弱）、博士
で 200 名弱（うち私立 8 名程度）となり、修士課程（博
士前期課程）以降の高等教育における国公立の役割が 

表 1. 水産学系の教育を行っている国内の大学

1）　水産学系学部をもつ大学等
国立大学 私立大学

北海道大学・水産学部 北里大学・海洋生命科学部

東京海洋大学・海洋科学部 

三重大学・生物資源学部 

広島大学・生物生産学部 

長崎大学・水産学部

鹿児島大学・水産学部 

水産大学校 

2）　水産学系学科をもつ大学
国立大学 私立大学
東北大学・農学部 日本大学・海洋生物資源学部
東京大学・農学部　　　　　　　　近畿大学・農学部　
京都大学・農学部 東海大学・海洋学部
高知大学・農学部 東京農業大学・生物産業学部
九州大学・農学部
宮崎大学・農学部
福井県立大学・生物資源部

筆頭者連絡先：〒108-8477 東京都港区港南 4-5-7  
               e-mail : hermit@kaiyodai.ac.jp 
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学部に比べてさらに大きい（表 3）。教育研究のための
船舶、臨海施設、実験機器等に多額の経費が必要とな
ることが原因と考えられる。 
 
３. 就業人口との比較 

2010 年の全国の大学の数 3）は国立 86 校、公立 95 校、
私立 597 校、合計 788 校で、18 歳人口約 120 万人 4）の 
ほぼ半数が大学に進学している（うち私立 8 割程度）。
総入学定員に占める水産学系の入学定員は 0.35％で、
就業者数（約 6,300 万人）5）に対する漁業就業者（約
20 万人）6)の比 0.32％に近い値である。水産学系教育機
関には水産高校等 47 校も含まれ、福井県の調査 7)によ
ると全国の在学生数は 2008 年で 9.5 千人であるから入
学者数は 3.2 千人程度である。大学の学部と水産系高校
との合計は 5.3 千人、18 歳人口の 0.44％に当たる。水
産学系には漁業以外に増養殖や利用加工も含まれるこ
と、後述するようにカリキュラムから推定される漁業
系の学部の入学定員は 200 名程度で、水産学系全体の
入学定員のわずか 1 割程度しかないことから、現在の
入学定員が過大というわけではない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ. 教育研究施設 
1. 練習船 

大学の施設にはキャンパスや校舎など全大学に共通
な施設のほかに付属施設として図書館や研究所などが
ある。水産学系の附属施設として最も特徴的なものは
練習船である。大学設置基準(昭和三十一年十月二十二
日文部省令第二十八号)の第 39 条で、教育研究に必要な
施設として水産学又は商船に関する学部は練習船（共
同利用による場合を含む）を置くものと定められてい

大学等 学部 博士前期 博士後期
北海道大学・水産学部 215 90 35

東京海洋大学・海洋科学部 275 135 30

三重大学・生物資源学部 240 88 12

広島大学・生物生産学部 180 73 33

長崎大学・水産学部 110 40 16

鹿児島大学・水産学部 140 32

水産大学校 185 10

北里大学・海洋生命科学部 160 9 3

小計 1505 532 139

東北大学・農学部 24* 16* 6*
東京大学・農学部　　　　　　　　　 19 30 15
京都大学・農学部 24* 12* 12*
高知大学・農学部 30 11* 3*
九州大学・農学部 33* 24* 11*
宮崎大学・農学部 30 10 3
福井県立大学・生物資源部 50 12 4
日本大学・海洋生物資源学部 130 5* 1*
近畿大学・農学部　 110 10 4
東海大学・海洋学部 120 40
東京農業大学・生物産業学部 80 5
小計 650 175 59
合計 2155 707 198
* 入学定員と教員数から推定

表 2. 水産学系の大学・大学院の入学定員

表 3. 国内の全大学の入学定員に占める水産
学系の入学定員の割合（％） 

図 1. 2010 年における全国の大学・大学院の
   入学定員 

1）学部の入学者数（619,073 人）

2）博士前期課程（82,336 人） 

3）博士後期課程（16,472 人） 

大学等 学部等(％) 博士前期(%) 博士後期(%)
国公立大学等 1.28 1.26 1.61

私立大学 0.1 0.19 0.69
全大学 0.35 0.86 1.2
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る。 
 表 1 に示す大学のうち水産学系学部をもつ国立大
学・大学校 7 校には中型以上の練習船があり、洋上教
育の拠点として利用されている。練習船には漁業科学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や水産工学系の教育設備として、マグロ延縄漁具、着
底オッタートロール漁具、ラインホーラ、トロールウ
ィンチ、魚群探知機などが装備され、洋上での漁業実
習に利用されている。海技士になるための免許講習を
含む乗船漁業実習にも利用されているほかに、CTD や
XBT などの観測機器を用いた海洋・気象学等の海洋観
測実習も行われる。 
 遠洋航海ともなれば座学では得られない貴重な経験
を学生が得る点では、練習船は教育面における大きな
価値を生むが、やはり維持管理や運航に経費がかさむ
点が公立機関であっても悩みとなる。実際、燃油費の
高騰で年度当初の航海計画を変更せざるを得ないこと
もある。近年は社会的に無駄のない利用が求められて
おり中型以上の練習船では共同利用施設として外部者
が利用できるように開放している。 
 
２. 実験・実習場 
大学設置基準で教育研究に必要な施設として水産増

殖に関する学科は養殖施設を置くよう定められている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が、各大学とも臨海の施設をもっている。その例とし
て水産学系学部を有する大学の付属施設(練習船を除
く)を表 4 に示す。各大学とも地理的な有利さ・特殊性
を反映した教育研究施設を有している。 
 

 
Ⅲ. カリキュラム 
1. 漁業教育に必要な知識 

職業として水産業界に携わろうとすれば幅広い知識
が必要になる。１つの水産会社が生産・加工・流通を
行うことも珍しくないのは一体的な運営が必要である
からである。国家公務員Ⅰ種の専門試験もそうした事
情を反映している。2011 年 4 月に発表された 1 次試験
の専門の出題範囲は 
①水産経済学・水産経営学 
②漁政 
③漁業学・水産資源学 
④水産海洋学・水産環境保全 
⑤水産生物学・増養殖学 
⑥水産化学・水産利用学 
⑦水産一般(水産物生産・水産物加工・水産物流通) 
の 7 分野でそのうち 5 科目を選択解答しなければなら
ない。2 次試験は漁業学、水産資源学、水産海洋学、水
産環境保全、水産生物学、増養殖学、水産化学、水産
利用学の 8 科目から 2 科目となっており、要求される
知識は水産全般の基礎と、漁業、環境、生物、加工の
いずれか 1 つの詳しい知識と言えよう。伝統的に教育
されてきた漁業、環境、生物、加工に関する知識は未
だに水産学の基礎なのである。 
 
２. カリキュラム 

漁業学系の教育には 2 つのタイプがある。１つは、
漁業学を専門的に教育することを目的とした漁業学系
学科・履修コース・履修モデルで行われている教育体
系で、カリキュラムは漁業に関連する細分化された授
業科目(1 科目 2 単位程度)を中心に構成されている。こ
のカリキュラムでも前節の①～⑥の他の科目が含まれ
ていないわけではない。水産大学校の海洋生産管理学
科や長崎大学の海洋生産管理学コースなどがこれに該
当する。他の 1 つは、前節の①～⑥まで全般を教育す
ることを目的とした水産学系学科で行われている教育
で、カリキュラムでは水産学を構成する 1 分野として
漁業学が位置づけられている。 
 古くからある漁業学系学科等のカリキュラムは、教
養基礎科目を除くと、漁具・漁法学、魚群行動学、漁
船論・航海学、水産資源学、気象・海洋学、水産海洋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学、水産経済学などの細分化された専門科目で構成さ
れている（表 5）。表 1 にある大学等で現在もこのよう
なカリキュラムを学生が履修できる学科・履修コー
ス・履修モデルを含む学部は長崎大学、鹿児島大学、
水産大学校、東京海洋大学の 4 校と思われる。履修モ
デルなどでは正確な卒業生の数は分からないが、コー

大学名 施設
北海道大学・水産学部 北方生物圏フィールド科学センター
東京海洋大学・海洋科学部 水圏科学フィールド教育研究センター
三重大学・生物資源学部 紀伊・黒潮生命域フィールドサイエンスセンター
広島大学・生物生産学部 瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター
長崎大学・水産学部 環東シナ海環境資源研究センター
鹿児島大学・水産学部 海洋資源環境教育研究センター
水産大学校 田名臨海実験実習場・小野臨湖実験実習場
北里大学・海洋生命科学部 三陸臨海実習施設

表 4. 水産学系学部を有する大学の付属施設 
(練習船を除く) 

図 2. 東京海洋大学の練習船「海鷹丸」

表 5. 漁業教育の授業科目のカテゴリー

専門科目 基礎科目
漁具・漁法 語学
漁船・航海 人文社会
気象・海洋 自然科学
水産生物 情報科学
水産加工 健康科学
水産経済
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ス数などで比例配分して計算するとこれら 4 校でわず
か 200 人程度の入学定員と推定される。 
 水産学系学科等のカリキュラムで行われている漁業
学系の科目は、東京大学の水圏生物科学のカリキュラ
ムを例にとると、2 科目(漁業学と漁業学実習)で圧縮さ
れた数少ない授業科目になっているが水産学全般にわ
たって幅広い教育が行われている。 
 漁業学系学科・コース・履修モデルでは学生が早く
から専門的な教育を受けられ、たとえば査読付きの学
術論文を発表できる若い学生を育成することも可能に
なる。その反面、水産学系学科の学生に比べて知識の
範囲が狭く現代の多様化した水産業界で必要な常識が
不足する場合もあろう。 
 
Ⅳ. 大学を巡る社会情勢とその影響 
1. 少子化と大学数の増加 

文部科学省の学校基本調査 3）によると、国内の大学
への入学者数は 1955 年の 89 千人から、1985 年に 424
千人、2010 年には 619 千人へと増加している。この間
国内の大学の数も 228 校から 778 校へと増え、大学進
学率も 10.1％から 56.8％へと向上し順調のように見え
る。 
 しかし大学入学希望者数の基礎となる 18 歳人口４）を
みると、1955 年の 1,767 千人から増加し 1967 年には
2,450 千人のピークを記録しその減少する。1991 年に
2,068 千人と一時的に持ち直すが再び減少し 2010 年に
は 1,211 千人に減少した。近年の全入学定員から見れば
大学進学希望者数を超える全入学時代に突入しつつあ
る。 
 この間の入学定員が増加する過程で水産学系の教育
組織の人気が低迷した。水産業は斜陽産業で仕事もき
ついなどのイメージのためである。入学定員の確保の
ために、水産学系学部や学科をもつ大学はカリキュラ
ムを再編し教育の重点を変え、学部や学科の名称を変
えて対応した。1972 年に 6 つあった水産学部も現在は
3 つ、「漁業」の冠が付いた学科はすべて消滅した。 
 全入学時代が近づくと全入学定員の削減などの大学
間の競争緩和策が検討された。その 1 つが大学改革の
方針を示す遠山プランでその第 1 が国立大学の再編・
統合を大胆に進めることで、99 ある国立大学の数を半
分する計画を含むといわれている。国立大学は生き残
りをかけた競争を強いられることになった。また国公
立大学と私立大学が役割分担をして住み分ける考えも
生まれた。図 1 に示したように卒業者数は私立大学出
身者が圧倒的に多いが、研究者は国立大学出身者が多
いことから国立大学では大学から大学院へとその重点
をシフトさせる、すなわち大学院の重点化が進んだ。 
 また国の財政難の問題もあって文部科学省は国公私
立を問わず研究費も研究業績が大きい大学に優先的に
予算配分する仕組みを導入している。これも遠山プラ
ンの 1 つでありこれも大学間の競争を激しくさせる一
因となった。 
 
２. 産業のグローバル化 
産業のグローバル化により日本の大学も国際化と国

際競争力が要求されている。具体的には大学では教育
の国際水準の保証・留学・単位互換、研究面では世界
トップ水準への向上などである。特に国公立大学では

教育研究の国際的優位性が要求され、各大学ともその
対応を迫られている。 
 過剰な入学定員とグローバル化は水産学の教育組織
を従来の産業教育型から研究成果優先型へと変貌させ
る引き金になった。要求される研究成果を達成し、大
学院生の教育指導を行うには後者の体制が有利である
ことによる。極論すれば学術論文を書くためだけの教
育研究組織が最も有利である。インパクトファクター
などの数値的評価が高い論文を書きやすい分野が優遇
され、水産業と遊離した歪んだ教育組織も生まれつつ
ある。このまま理念なき市場原理に任せては本来ある
べき産業教育が消えてしまう可能性もある。急速に進
む大学改革から焦りが生まれ、行き過ぎた教育組織の
改革が行われないよう注意が必要である。 
 
３. 求められる大学の見識 
漁業や水産関係の産業教育を維持するか否かは大学

の見識にかかっている。国内の漁業生産量は乱獲や環
境変動による資源の減少によって大きく減少し輸入量
が増大してきた。これに対して農林水産省は輸入に頼
るのではなく自給率の回復を目標にあげており、水産
業界に携わる人材が将来不要になることはあり得ない。
したがって人材要請の一翼を担う大学には水産業に関
する教育を受けた学生を社会に送り出す責任があるこ
とを忘れてはならない。 
 責任を果たしつつ組織を存続させるためには市場原
理に対応するにはやはり経営を重視しなければならな
い。特に仕事の分業化と予算獲得の努力は最低必要な
ことであろう。まず、大学の仕事は教育・研究・管理
運営・社会貢献であるが、1 人の教員が万遍なくこれら
の仕事を行うのではなく分業的な体制で行い、効率的
な学部経営を行うことである。数値的評価が高い論文
を書きやすい分野の教員には研究中心に仕事をしても
らうなど、文部科学省の予算配分の仕組みに合わせ、
学部経営の観点から分業体制をつくるほうが有利であ
る。分業体制を築いた上で教育中心の教員グループは
グローバル教育に関するプロジェクトなどを、研究中
心の教員グループは先端的研究のプロジェクトなどを
申請する、といった運営が望ましい。 
 
Ⅴ. おわりに 
1. グローバル化と漁業教育 
英語による授業、海外留学などグローバル化に対応

した教育の導入が大学でも進みつつある。若い頃の経
験は海外で仕事をすることに対する海外進出の動機に
なる点で意義はある。また英語による授業は交換留学
生の受入れには無くてならないという事情もある。 
 水産学系学部を卒業した先人たちは、すでにグロー
バルに活躍してきており、今後のさらなるグローバル
化については大学も対応してゆかなければならない。
一般の大学であれば英語による授業と海外留学などで
十分かもしれないが、産業科学を教育する学部等では
将来起こりうるグローバル化が及ぼす産業上の諸課題
について教育を行う責任があるだろう。その課題の解
決方法をいま提示することは難しいが、課題や解決の
手がかりなどを教授しておいても無駄にはならない。 
 たとえば環太平洋連携協定(TPP)も、関税だけをみて
10％くらいだから影響がないという楽観論もあるが、
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米国が主張する漁業補助金の禁止が実行されれば影響
が大きいと考えられる。自然環境に左右され不安定な
漁業では銀行等からの融資自体が難しい場合もあり、
貸付金利の補助金や資源管理のための補助金までもが
禁止されることになるからである。 
 水産学系学部等におけるグローバル教育の推進が水
産業の縮小への貢献と批判されないよう、グローバル
化に関する授業科目を開講するなど、責任と幅広い見
識をもって教育研究面で貢献を考えるべきである。 
 

参考文献 
1）水産庁: 平成 9 年度漁業の動向に関する年次報告 
2）濱田英嗣: 水産物流通変化と漁業生産，農林金融, 
35：151-161,2000． 
3）文部科学省: 統計情報, 
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/main_b8.htm.  
4）総務省統計局: 人口推計, 
http://www.stat.go.jp/data/jinsui/index2.htm. 
5）総務省統計局: 労働力調査長期時系列データ, 
http://www.stat.go.jp/data/roudou/longtime/03roudou.htm. 
6）農林水産省: 平成 22 年漁業就業動向調査報告, 
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/gyogyou_doukou/ 
7）福井県: 平成 22 年漁業就業動向調査報告. 
http://www.pref.fukui.jp/doc/gakukyousei/kondan_d/fil/005.
pdf. 
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□シンポジウム「漁業と教育」□ 

安全な漁業労働環境確保事業について 

 

久宗周二 1 

1高崎経済大学. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):20-21, 2014. 
キーワード：海上労働科学、労働安全衛生、自主改善活動 

 
 

Ⅰ. はじめに 
船員の労働災害発生率は他の産業と比較すると高

くなっている。特に、漁船は全船舶の中でも労働災害
の発生率が特に高く、船種によって労働災害の状況も
大きく異なる 1）。 船員の労働環境は、気象・海象が変
化する中で船上において多様な作業に従事することか
ら、常に危険と背中合わせである特殊な労働環境であ
る。労働環境が特殊である為、他産業の安全対策は取
り入れにくく、労働災害の再発防止対策には船員の労
働災害の対策例を参考に船舶の労働環境を整備する必
要がある。船舶は用途、種類、大きさなど様々であり、
それにより発生しやすい労働災害も異なる。そのため
船員の労働災害を減らす為には、個々の船舶に応じた
カイゼン対策を行っていく必要ある 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ. 方法 
そこで、水産庁は平成 25 年度より 5 か年計画で補助

事業として、安全な漁業労働環境確保事業を開始した。
漁業労働環境の向上等を通じて海難事故の減少を図る 
ことを目的としており、海難事故の分析やライフジャ 
ケット等の選定等を行う漁業労働環境カイゼン対策会
議の開催及び、漁業の労働現場を実際に調査して、作
業にマッチしたライフジャケットなどを提案する。現
場を回った経験から、同時に、漁船の労働環境の改善
や海難の未然防止等について知識を有する「安全推進
員」を養成することにより各地域における漁船の労働
環境の改善等の活動を推進していく。「安全推進員」養
成のための労働環境カイゼン講習会においては、漁船 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆頭者連絡先：〒370-0801 群馬県高崎市上並榎町 1300 番地 
               e-mail : hisamune1@tcue.ac.jp 

図 1. 安全な漁業労働環境確保事業 
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の労働環境の改善に関する知識のみならず、海難・労
働災害の現状や操業の安全に関係する情報の提供も行
う。従来から各関係省庁が、安全の啓発のためにポス
ターや、パンフレットを作成されても、船や事務所に
山積みされているだけで、活用をされないことが多い。
安全推進員が、それらを用いて積極的に船や現場での
活用をする役割も期待される。 
 
Ⅲ. 事業のポイント 
 ライフジャケットの着用の推進等の研究を行ってい
て、安全に王道はなく、地道に活動することが重要で
ある。また、人は法規制ばかりでは動かない、現場で
の理解と指導者が必要と考えた。安全推進員のモデル
として、全国的に確実に普及をした「交通誘導員(みど
りのおばさん)」を参考にした。それは、第二次世界大
戦後、交通量の増加に対して信号が整備されていない
時に、学童の安全を守るため、「みどりのおばさん」の
考え方を導入した。毎日、横断歩道で車を止め、子供
たちには左右をよく見ることを伝えて、交通ルールの
普及をはかり交通事故の減少に有用であった。海でも
同じように、毎日現場で掛け声をかけたりする地道な
活動を推奨して、海で働く人の安全を守ろうと現場で
頑張っている人を公的機関が認定するような制度の必
要性を感じた。 
もう一つは、ライフジャケットを着用しないで海中

転落したことを考えた。万一命を落とした場合、ライ
フジャケットをつけていないと行方不明になる可能性
が高く、僚船は遺体を捜索するために総員で船を動か
し水揚げができず、残された家族は肩身の狭い思いを
するかもしれない。ライフジャケットは漁業者を守る
ばかりでなく家族も守るものであり、「乗ったら着ける」
を習慣化に重点を置きたいと考えた。 

ライフジャケットの着用は海中転落時の救命の点で
は有効であるが、漁業の労働災害は「転倒」、「挟まれ」、
「まきこまれ」などが多く発生しており、それらに対
してカイゼン対策が必要である。カイゼンは日本の製
造業を中心とした現場で多く取り入れており、生産の
効率化や品質の向上、労働環境の向上に役立っていた。
漁業の場合は魚種、船の大きさ、地域によって漁法、
船の大きさ、作業手順が異なる現場で、多角的な作業
改善や安全対策を行うには、個々の現場に合わせた労
働災害防止対策が有効であると考えられる。WIB（Work 
Improvement on Board =船内自主改善活動）は、ILO の
中小企業自主改善活動プログラムを船内向けにアレン
ジしたもので、全員が自主的に参加、無理せず出来る
ことから、低コストで、継続して実施できる実現可能
なリスクアセスメントの手法の一つである。WIB はカ
ーフェリーと貨物船、漁船で関係機関の協力を得て実
証実験を行って効果が確認されている。本事業では講
習会参加者に、WIB やカイゼン活動の解説や、チェッ
クリストの使い方などを教えており、安全推進員とし
てカイゼン活動を行えるように考えている。将来は、
働いている人たちが自分たちの仕事がしやすいライフ
ジャケットを選ぶなど、自分たちの職場に一番いいや
り方を提案する等の自主的な労働災害防止活動の普及
を期待をしている。それらの考え方が、水産庁の「安
全推進員」の基本的な考え方になった。 
 

Ⅳ. 講習内容 
1. 安全推進員の基本的な考え方について 
2. 安全の考え方、自主改善活動チェックリストについ     

て 
3. 良い改善事例の選定 
4. 船内の点検（時間があり、可能な場合のみ） 
5. 情報交換 
 
Ⅴ. 実施結果 
 7 月に実施した、宮崎、福岡、札幌、佐賀、熊本での
講習会のアンケート結果について以下に記す。（n=123） 
安全推進員の講習会は、「わかりやすい」が 74.8％、

「役に立った（有効性）」は 80.2％、「実践的（実用性）」
は 62.6％だった。自由回答では、「とてもよかったと思
う」、「具体的な形で話をされたのでわかりやすかった」、
「身近なことで気をつけるように指導します」、「安全
への意識を持つようにすると感じた」、「地区ごとに、
船が違うので地区ごとに必要かと思う」、「安全を再確
認できました」、「声が大きくて聞きやすかった」、「野
球の例を取り上げてわかりやすい」、「事故を無くすこ
とに努めます」、「役に立ちました」であった。 

自主改善活動は、「わかりやすい」が 72.1％、「役に
立った（有効性）」は 77.5％、「実践的（実用性）」は 60.2％
だった。 

自由回答では、「安全への意識を持つ」、「危険な行動
を再確認できました」、「自覚の問題、意識の向上をも
つ」、「すぐにできることばかりで実践します」、「自覚
して実践しようと思った」、「大切な役目を考え頑張り
ます。」であった。 
本事業は 5 年間で 2500 人の安全推進員を育成する計

画である。今後は、講習方法を改善するとともに、安
全推進員のフォローアップ体制を考えて、労働災害の
減少と、安全な労働環境の推進に役立てていきたい。 
 

参考文献 
1）国土交通省:船員労働災害発生状況報告書 
http://www.mlit.go.jp/maritime/unkohrohm/unkoh3.f
iles/link-data/3rikujouroudousyatonosaigaihasseirit
unohikaku.pdf（2012 年 4 月） 
2）久宗周二: 漁撈技術の評価と労働災害，ヤマカ出版, 
2007． 
3）久宗周二: （実践）参加型自主改善運動 -自主的な
労働安全衛生の実施を目指して -，創成社, 2009．  
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□シンポジウム「船と教育」□ 

帆船は人間教育の道場 

 

守田 明 1,  

1NPO 法人 日本セイルトレーニングスクール. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):22-23, 2014. 
キーワード：帆船、ヨット、EQ、コンピテンシー、生きる力 

 
 

Ⅰ. はじめに 
 13 年前に横浜で初めて体験した帆船“海星”でのセ
イルトレーニングで青少年教育としての大きな可能性
に着目したが、その教育効果は「体験した者にしかわ
からない」という関係者のコメント、参加者による感
想文での紹介に限定され、対外的に積極的にはＰＲさ
れてきませんでした。 
そこで、教育効果をより多くの人に客観的に認知し

てもらう手法として、教育効果の定量化に取り組み、
スケールとして EQ（心の知能指数）を測るコンピテン
シーを採用。 体験航海の教育効果の可視化手法を開
発し検証中。 
 
Ⅱ. 調査実施方法 
 教育効果を測定する指標としてコンピテンシー（行
動特性）を設定。測定ツールとして EQ-Japan（現アド
バンテージリスクマネジメント）が開発した CHEQ を
採用。 
 CHEQ での測定項目としては、メンタルタフネスの
指標となるストレス対処力・セルフコントロール・積
極性・目標達成力・ポジティブ思考力の 5 項目、ソー
シャルスキルの指標となるコミュニケーション・状況
認識力・チームワーク・ホスピタリティーの 4 項目の
合計 9 項目。乗船時と下船時に CHEQ による意識調査
を実施し、体験航海の Before, After で意識がどのように
遷移したかを定量的に測定することで教育効果を明ら
かにした。 
 その際、虚飾を排除しありのままの気持ちを反映さ
せるため回答方式には特に留意した。 
 また、乗船時調査の参加者（トレーニー）個別結果
をもとに育成しようとするコンピテンシーに応じたプ
ログラム選択を行うことによって、One to One のコー
チング（ファシリテーション）手法を用い教育効果の
最大化を目的としたインストラクションを心掛けた。 
 
Ⅲ. 調査結果 
 セイルトレーニングに限ったことではないが、万人
に教育効果がある万能薬ではなく、運営者が明確な目
標設定・インストラクター養成・インストラクション
手法開発を行った上で、教育効果を高めるための環境 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設定を行った上で実施した航海では一定以上の教育効
果が確認できた。 
 一方、セイリング技術などテクニカルスキル習得の
みを目的とした航海では、ヒューマンスキル（ここで
はコンピテンシー）の向上は極めて限定的で教育効果
は低かった。 
 また、乗船時・下船時に行っている CHEQ に並行し
て回収している感想文と CHEQ 結果を照合してみると、
しっかりとした自己内観ができている参加者ほど大き
な教育効果が現れ、自己内観が不十分な参加者には顕

図 2. 航海前後のコンピテンシー変化の可視化 

筆頭者連絡先：〒239-0821 横須賀市東浦賀 2-4-21  
                 カフェ時舟 内 
               e-mail : amorita@stsj.org 

図 1. “気付き”を得るための航海体験 
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著な教育効果が現れにくかったという相関関係も見え
てきた。 
  
Ⅳ. 考察 
 コンピテンシーを高めるためのセイルトレーニング
は使用艇の規模、実施日数・気象などの航海条件、航
海条件に対応したトレーニングプログラム、操船スキ
ル・コーチングスキルなどを備えたインストラクター
養成などを考慮しながら最適な方法を模索し続ける必
要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 中型帆船で得られやすいコンピテンシーとヨットな
ど小型帆船で得られやすいコンピテンシーは異なるの
で、当面はセイリングクルーザー（25ft～35ft クラス）
に応じたトレーニング手法を開発し、ヨットを学習教
材とした中学～高校生年齢を対象とした青少年の「心
の教育」プログラムの確立とインストラクター養成を
目指す。 
 
 
 
 

図 3. 使用艇の規模で異なる育成スキル 
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□シンポジウム「船と教育」□ 

練習船深江丸における海技教育と海事の啓発活動について 

 

矢野吉治 1． 

1神戸大学大学院海事科学研究科. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):24-28, 2014. 
キーワード：練習船、海技教育、海・船体験、海事の啓発、人間教育 

 
 

Ⅰ. はじめに 
 練習船深江丸は海事教育に必要な船舶による実習及
び実験並びに学術研究を行うことを目的として 1987 年
10月に就航した中型練習船で、就航後26年になります。
図 1 は練習船深江丸を、また、表 1 は深江丸の主要目
を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 近時、練習船のさらなる有効活用を図るために大学
が所有する練習船の本務に加え、その機能を活かして
学内を含む地域連携、海事社会との交流や支援活動等
を積極的に展開しています。なお、登録船舶職員養成

施設の第一種養成施設である海事科学部では、3 級海技
士（航海）または（機関）の海技免状を取得しようと
する学生は独立行政法人航海訓練所の大型練習船によ
る 12 ヶ月間の船舶実習を行います。このことから、深
江丸での実習や実験、授業などは養成施設として必要
な教育カリキュラムを充足するためのものであり、乗
船履歴には算入されません。 
 
Ⅱ. 教育活動 
１．学内船舶実習 
 深江丸の教育活動を紹介します。学内船舶実習は乗
船系・非乗船系の学生を問わず海事科学部の全学生を
対象に必須としています。行動海域、実習や実験の内
容は学年、学科、分野ごとに特色あるものとし、学生
は 1 組と 2 組に分かれて乗船し実習します。本年 4 月
の学科改組により今年の入学者から学科名が変わり、
同時に教員組織、授業・実習カリキュラム等が変更さ
れています。現 2 年生以上で深江丸に乗船する学科の
略号は次の通りで 3 日から 4 日間の航海を行います。 
1）4N：海事技術マネジメント学科  
        航海分野 4 年（3 泊 4 日） 
2）4E：海事技術マネジメント学科  
        機関分野 4 年（3 泊 4 日） 
3）3N：海事技術マネジメント学科  
        航海分野 3 年（2 泊 3 日, 前・後期） 
4）3L：海洋ロジスティクス科学科 3 年（3 泊 4 日） 
5）3M：マリンエンジニアリング学科 3 年（3 泊 4 日） 
 この他に大学院博士前期課程 3 級水先人養成コース
の学内船実習や航海訓練所の大型練習船で 1 年次１ヶ
月の船舶実習を履修できない学生を対象に 5 日間程度
の海事科学船上セミナーを開講します。 
 船橋当直関連では乗組員による厳格、適切な監督指
導の下、責任ある立場を個々に体験させることにより、
座学やシミュレーションでは充足できない、場面ごと
に必要とされる船舶運航の実務や知識を習得させます。   
また、機関当直関連では主機関や補機関の保守・運転、
管理技術とともに各種機器類の発停や計測等を通じて
搭載機器の機能と役割を理解させ、実際に稼動してい
る機関プラントの総合的な運用と管理に関する知識と
技術の習得を図ります。あわせて、航海と停泊、団体
生活や上陸など、実習期間を通じてリーダーシップや
チームワークの重要性を認識させながら慣海性や協調
性などの資質を涵養します。前期の寄港地は愛媛県の
松山と香川県の高松に、後期は広島県の尾道と高松に

図 1. 練習船深江丸 

表 1. 深江丸主要目 
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しています。 
2．授業 
 次に深江丸での主な授業や実験を紹介します。 
A. リーダーシップ・カッター巡航伴走・警戒 
  （3 日間） 
 前期に学部の 3 年生を対象にした授業「リーダーシ
ップ」を開講し、その一環で 7月の「海の日」3連休に
大阪湾内でカッター巡航を行いますが、このときに 3
～4艇のカッターに伴走して警戒と支援を行います。寄
港する関空東側の泉佐野港では衛生設備の提供ととも
に女子学生の宿泊場所になります。同時にカッターに
水や氷、食料等を供給します。この航海では 3 級水先
人養成コースの学内船実習も行い、また、余席を利用
して学内外からの研修便乗などを受け入れます。 
B. 全学共通授業：瀬戸内海学入門海洋観測（1日） 
 六甲キャンパスにおける講義の一環で、毎年 6 月の
土曜日に大阪湾において海洋観測を実施し、海水中の
プランクトンや海底泥の採取の他に海水の透明度や酸
素濃度の計測などを行います。 
C. 全学共通授業：海への誘い（2日×2航海） 
 9 月にカッター、ヨットなどの小艇と深江丸を用いて
4日間の集中で実施します。このうち、深江丸では 1泊
2日の航海を 2回に分けて行います。海事科学部以外の
学生にとってはまず体験することができない洋上プロ
グラムであることから履修希望者が多く、80 数名を抽
選します。夏休みの期間中に集中して実施することか
ら学生の人気が高い授業です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3．学生実験 
 学生の実験では船の操縦性能解析法の一つであるＺ
操縦試験を大阪湾の北部海域において実施し、また、
その場回頭法の実演などを行います。その他、学科に
よっては航行中の船内で様々な機器を用いた実験を行
います。専用岸壁停泊中にも各種実験に利用されます。 
4．ポンド専用岸壁停泊中の利用 
 航海中を除き、深江丸は通常深江キャンパス内南東
端のポンド（係船池）専用岸壁に停泊していますので、
大学院及び学部学生の授業や実験、設備調査の他、学
内外の研究会や見学会、研修等に船内の教室や施設が
利用されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ. 研究活動 
1．研究航海 
 毎年、3 月と 9 月に 6～10 日間程度の日程で調査研究
専用の航海を実施します。この航海は本研究科・学部
内外の研究者や学生を対象に船を活用した研究やプロ
ジェクトを公募し、できるだけ要望に沿った、深江丸
でなければできない特別な運航を提供します。最近の
実施概要は次の通りです。 
A. 夏季研究航海 
<平成 22 年夏：７日、寄港地：関門港門司区> 
研究：来島海峡と関門海峡の航行安全指導教材製作の
ための資料映像撮影（来島海峡航路 1.5 往復、関門航路
１往復）、温室効果ガスの大気海洋観測他 10 テーマ 
<平成 23 年夏：９日、寄港地：対馬・厳原港> 
研究：海上浮遊漂着ゴミの処理に係る油化装置の搭載
及び厳原港における船上での公開油化実験、浮遊ゴミ
の処理に関するセミナーの開催（日本マリンエンジニ
アリング学会及びロート製薬の後援）、海技者の労働環
境中の化学物質暴露調査他 9 テーマ 
<平成 24 年夏：８日、寄港地：長崎港> 
研究：機関室における流体温度と配管表面温度の実態
計測、船橋におけるヒューマンファクターの調査他 10
テーマ 
<平成 25 年夏：９日、寄港地：宮﨑> 
研究：低摩擦型船底防汚塗料の評価、温室効果ガスの
大気海洋観測他 8 テーマ 
B. 春季研究航海 
<平成 23 年春：６日、寄港地：別府> 

図 2. カッター巡航に伴走する深江丸 

図 3. カッター巡航の支援 

図 4. 神戸大学深江キャンパス 
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研究：船体動揺時の身体的・生理的応答の調査、黒潮
の実態調査他７テーマ 
<平成 24 年春：９日、寄港地：仙台塩釜港塩釜区（貞
山ふ頭）> 
 この航海は神戸大学及び海事科学研究科のプロジェ
クトであり、深江丸にとって初の東北海域への遠征で
した。この航海における研究等の全容は次の通りです。 
【研究テーマ等】 
１）深江丸による太平洋沿岸遠距離航海の検証 
２） 6 軸加速度計による海上地震動データの収集 
３）温室効果ガス（N2O）の大気海洋観測 
４）航行海域における海水の採取 
５）水域及び陸域における放射能観測 
６）船内発生電力の陸上給電の検証 
７）ポータブル発電機による電源提供の検証 
８）非常時における情報収集と通信確保に係る研究 
９）海上ルート活用の有効性の啓発（人の輸送と船内 
  居住衛生設備の提供等） 
10）教育支援物資（書籍 1,400 冊）の搬送と塩釜市教育

委員会への寄贈 
11）塩釜市内小中学校生徒を対象にした昆虫学の出前 
  講話と昆虫標本の船内外での展示 
   （神戸大学農学研究科、協力：塩釜市教育委員会） 
12）小中学生及び保護者対象の体験航海 

1.5 時間×2 航海（3/17 午前・午後） 
13）船内給食の提供と供食（質・量・数）等の検証（3/17  
     100 食、3/18 50 食） 
14）災害復興ボランティアの派遣と復興ボランティア 
  活動の実態調査 
15）神戸大学と東北大学の合同セミナー（深江丸船内

の学生ホール） 
 ○神戸大学大学院海事科学研究科 安全システム学 
  研究室講演 
    ・津波襲来時の避泊船舶の航行安全性 
    ・CDF を活用した港内における操縦流体力の推定 
  ・津波襲来時の船舶避難支援システムの開発 
   ・有限体積法による津波計算手法の高度化 
  ・津波襲来時の錨泊船舶の挙動解析 
 ○東北大学大学院工学研究科 津波工学研究室講演 
  ・東北地方太平洋沖地震津波の被害と教訓 
  ・数値解析とリモートセンシングの統合による津 
   波被災地の脆弱性評価 
  ・リモートセンシングによる津波被災地の瓦礫域 
   の判読 
  ・気仙沼における船舶漂流の実態とシミュレーシ 
   ョンによる再現 
  ・空撮ビデオの解析による津波の陸上遡上の把握 
<平成 25 年春：７日、寄港地：別府> 
研究：水環境中の多環芳香族炭化水素（PAHs）の動態
調査、深江丸の速力－機関出力計測他 6 テーマ 
2．依頼実験・調査 
１）関西空港二期拡張工事後の夜間における誘導灯の 
  海上交通への影響調査 
２）新型ドップラー・ログの搭載と評価試験 
３）部分遮蔽環境下の GPS 測位に関する調査 
４）赤外線カメラによる海上からの明石海峡大橋 2P 
  主塔の塗膜剥離実態調査 
５）その他の便乗研究 

3．共同研究・受託研究 
 最近の研究関連では次のようなものがあります。 
A. 新型フェンダーの船体汚損評価試験（共同研究） 
B. 新開発自己研磨型船底防汚塗料の効果の持続性と低

摩擦性の評価（受託研究） 
 神戸大学と日本ペイントマリン株式会社及び大阪大
学では新開発の船底防汚塗料の評価試験に着手し、平
成 20 年 1 月の入渠工事（造船所での船体・機関整備）
において、試作した低摩擦型船底防汚塗料の実船への
試験塗装と評価試験を開始しました。この研究は国土
交通省の「船舶からの CO2 削減技術開発支援事業」及
び一般財団法人日本海事協会との共同研究「国際海運
における温室効果ガス削減技術に関する研究開発」に
より実施しています。評価試験は深江丸が学内船舶実
習等で頻繁に通航する播磨灘西部の播磨灘航路第 1 号
～4 号灯浮標間、航程 16 海里（29.6 ｷﾛﾒｰﾄﾙ）の直線航
路における速力試験により行います。現状の船底防汚
塗料にはフジツボ類などの海洋付着生物の活動を阻止
するために防汚成分として銅や亜鉛などの重金属が含
まれます。しかし、水環境中へのこれらの溶出が今後
大きな問題に発展しかねないことから重金属を含まな
い船底塗料の実用化が強く望まれます。そこで、本年 1
月の定期検査入渠工事において、世界初の試みですが、
防汚成分に重金属を含まない船底塗料を深江丸の水線
下全面に試験塗装して評価試験に臨んでいます。 
 
Ⅳ．地域・社会連携、海事の啓発活動 
 小中高生から一般を対象に校外学習の他、様々な教
育・体験プログラムを用意し展開するとともに、他大
学の学生や海事関連企業・団体の研修などを受け入れ
ます。また、専用岸壁停泊中には幼稚園児、小中高生
から一般を対象に随時船内を公開しています。 
1．公開講座 
 高校生以上の一般を対象に隔年で実施しています。
平成 24 年度は「海洋環境の汚染、その対策」と題して
瀬戸内海を航行しながら４日間の日程で開講しました。 
2．体験型海洋セミナー 
 海事科学研究科の教員で構成する「海洋セミナー実
行委員会」の企画により、夏休みの期間中、近隣の小
学 5・6 年生を対象に、土・日の 1 泊 2 日でセミナーを
開講します。テーマは「船の科学」を題材とし、船の
運航体験に加え船内での講話や実験などを通じて、物
理と科学、海洋と海運、自然現象や天文現象などに関
して比較的早い時期の青少年に科学的興味を喚起し、
海や船に親しむ純粋な心を育むとともに環境保全意識
の高揚を図ります。さらに、船内での共同生活や集団
行動を通じて、協調性や自己完結性、他への思いやり
の心や人に迷惑をかけない気持ちなどを、船という規
律の厳しい環境下において徹底します。この企画は毎
年厳しい財政事情にありますが、日本船舶海洋工学会
関西支部、海事科学研究科及び海事科学振興財団から
の支援を有効に活用しながら有志教員と学生による手
作りのセミナーとして経費の節減を図っています。こ
こ数回のテーマは「海と船に親しむ」で、多数の応募
者の中から 30 数名を抽選します。 
3．体験学習・海事体験イベント 
 海と船、海運と物流、さらには港湾の重要性などに
ついて、小中高生から一般市民を対象にさらなる啓発
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を図るため様々な依頼や企画に参画して洋上体験プロ
グラムを展開します。年により変動しますが、大凡年
に 4～8 航海程度です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．他大学の船舶研修 
 毎年、7 月上旬に中京大学心理学部の、また、11 月
下旬には大阪府立大学工学部海洋システム工学科にお
ける授業の一環で学生の船舶研修を実施します。今後
は利用の拡大を積極的に図る方向で検討しています。 
5．社会人研修（船舶研修） 
 海事関連企業や団体等からの依頼で 1～3 日間の船舶
研修を実施します。 
【平成 23 年度】2 社・1 団体 
【平成 24 年度】4 社・3 団体 
6．学内停泊中における海事の啓発活動 
 研究科の専用岸壁停泊中に海事科学研究科の事務局
や海事博物館と連携して、園児や小中高生、各種団体
や個人等を対象に適時船内を公開し、船や海への関心
の高揚を図っています。係留岸壁が深江キャンパス内
にありアクセスしやすいことから学内外からの見学者
は年間 1,000 人を超えます。 
7．災害時医療支援船構想 
 海事科学研究科では瀬戸内海を含む近隣都市災害発
生時等において、兵庫県透析医会の危機管理委員会と
日本透析医会との連携による海上ルート及び船舶を活

用した災害時医療支援船構想を構築しています。この
中で深江丸の役割は医療スタッフの収容とともに医療
設備や資機材等を搭載して災害現地に赴き、船を仮設
の災害医療提供施設として、救急患者や負傷者、ある
いは慢性疾患の患者の手当と移送並びに救援物資の搬
送を行うことを目的とします。また、被災地において
船内発生電力の陸上への供給を担います。これまでに
兵庫県、和歌山県、大阪府及び徳島県において検証航
海と搬送訓練を実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成 23 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震津波発
生後における深江丸の対応は次のとおりです。 
１）3 月 11 日 16 時に港外避泊を決定、17 時にポンド

を離岸出港、大阪湾北部に錨泊して津波の襲来に
備えた。 

２）3 月 12 日 13 時半、大阪湾を抜錨して海事科学研究
科ポンド専用岸壁に着岸した。その後、海事科学
研究科長は災害時医療支援船構想に基づき、人工
透析を必要とする被災者の関西への避難を想定し
て患者と家族の一時収容先に深江丸の提供を決定
した。また、東北地方への出動準備を開始した。 

３）3 月中旬に文部科学省から東北地方への出動の可否
についての打診があり、2 日間程度で出航準備が整
う旨を回答し、以後、出動待機とした。 

４）4 月上旬に文部科学省から福島第 2 原発沖 20km 以
遠における放射能観測の可否について打診があり、

図 5. 明石海峡の見学 

図 6. 船内教室での授業 

図 7. 災害時医療支援船構想の検証訓練（徳島）

図 8. トリアージ後の救急患者の乗船と搬送訓練 
   （徳島） 
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観測資機材の調達待ちと出動の指示を含み、引き
続き出航要請待機とした。 

５）4 月中旬に 4Ｅ学生の係留運転実習を開始、通常の
実習を行いながら出動待機状態を維持した。5 月の
連休明けには学内船舶実習を予定どおり開始し、
出動待機状態を維持しながらも練習船としての本
来の運航に復した。 

 
Ⅴ．練習船機能の提供と展望 
1．練習船機能の提供 
 学暦と年間運航計画、船体・機関の整備計画等を勘
案しながら様々な企画に参画し、各種の依頼に可能な
限り対応した運航プログラムを提供しています。深江
丸は商船系練習船ならではの教育・訓練設備として多
数の人員の収容設備と衛生設備を備え、かつ、中型練
習船であるがゆえに、海事・運航体験の他、様々な教
育や研修プログラムに柔軟に対応できる態勢が整って
います。近時、学内外から海事の振興や教育・研修を
目的として深江丸の機能を活用したいという強い要望
やその能力に対する期待が大きく、継続的な利用や新
たな活用の打診があります。 
2．深江丸の展望 
 深江丸では次の展望を掲げ、練習船としての本務に
加えて地域・社会連携や社会交流及びこれらの支援活
動などへ積極的に参画しています。 
 《深江丸の展望》 
A. 人材育成 
 ・ 航海と機関に関する高品質な専門的人材教育 
 ・ 海事に精通し、人間性と創造性並びに専門性豊か

で幅広い教養を備え、国際海事社会で活躍できる
総合的人材の育成 

B. 研究 
  海事に関する様々な事象を対象にした研究 
C. 海事の啓発 

一般社会との連携による幅広い年齢層を対象にし
た人間教育、社会・道徳教育、若年層への科学的
興味の喚起と海事の啓発 

D. 災害支援 
大規模災害発生時等を想定して海上ルートを活用
した人的・物的支援と災害医療支援 

 
Ⅵ．おわりに 
 深江丸は登録船舶職員養成施設における一施設とし
ての用件を具備すると同時に海事教育に不可欠な主要
設備に位置づけられています。加えて、練習船の有効
活用という観点から、学内を含む地域との連携や社会
交流・支援活動は今や必須課題です。そこで、練習船
としての本務に加えてさらなる活用法を積極的に模索
し検討しながら現在に至ります。 
 船は、自家用車、バスやトラック、電車や航空機な
どに比べて現代人にはあまり身近な存在ではないよう
です。しかし、海事社会や海事教育機関などと身近に
接することで、特に若年層の人たち、あるいは関係す
る大人たちが海事産業、海洋や海洋レジャーなどにつ
いてより関心を高め、若者が近い将来の海洋技術者や
海事関連分野のプロフェッショナルを目指してくれる
ことを大いに期待しています。深江丸は海技に関する
高度な技術の伝承と向上並びに海事に関する学際的な

活動を担ってきました。そして、これからの海事社会
を創造し、国際的な社会貢献を果たすことのできる多
くの若人を育成する神戸大学の練習船として、海と船
を舞台にした幅広い人材教育と研究活動の場を提供し、
かつ、人間教育の場であり続けるべきと考えます。日
本有数の大型港湾に面し、また、大阪湾や瀬戸内海を
間近にしていることから、地理的に恵まれた環境を今
後も大いに活用し、商船系の中型練習船としての機能
や能力を発揮しながら運航内容のさらなる充実に努め
てまいります。 
深江丸の運航予定や運航実績、各種航海の写真や参考
資料等を深江丸のホームページ「深江丸へようこそ！
http://www/fukaemaru.com」に随時掲載しています。 
 

ありがとうございました。 
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□シンポジウム「船と教育」□ 

海事普及活動と教育～ステークホルダーの視点から～ 

 

赤嶺正治 1. 

1大島商船高等専門学校. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):29-33, 2014. 
     キーワード：生きた教材、消火活動、船長と乗組員、船体放棄、日本人船員の使命と誇り 

 
 

はじめに 
 私が直接・間接的に関わっている船員教育機関のス
テークホルダーの海事普及活動についてお話したいと
思います。今回は、会員の皆様にぜひご紹介したいも
のがあります。それをご紹介するには、少し時間を要
しますので、全体的なお話は抄録をご覧いただき、こ
こでは画像のみをご紹介して、早速、主題に入りたい
と思います。 
 海事普及活動において、海事を多くの人々に伝える
主な手段は、講演や講義です。その内容は、海事普及
活動の成果を上げる上で大きなファクターとなります。 
 私は、講演や講義を行う場合、事前に講演等の内容
が決められている場合は別として、複数のテーマを用
意して、主催者や会場の様子を見た上で決めることに
しています。一般に、主催者側からは、教科書や出版
物等に書いていないことを話してほしいと要望を受け
ます。特に私が 40 年を超える船員生活とその間に稀有
な体験をしていることから、その体験談の要望が多く
なるのでしょう。 
 体験談は、時には聞く人へ感動、未来への希望やサ
ジェスチョン、経験に基づく知識等が与えられます。
それは、教科書を超える、正に生きた教材であるとい
えましょう。 
 この平和な時代にあって、世界のどこかで、紛争や
内戦、また海賊行為が発生し、世界の海を職場とする
船員の生命が危険に晒されています。私は 40 年超船員
生活で、幾度となくこうした危険に遭遇しています。
その中で、戦渦に巻き込まれ被弾炎上という壮絶な体
験は今も忘れることができません。   
 平和な日本で暮らす子供達や若者に、戦争の悲惨さ
や船員の厳しさを話すことは、教育上マイナス面が多
いのではないかという意見もありますが、私の体験談
は、四面海に囲まれた、資源の乏しい日本は海運なし
で生きていくことができず、その海運を支える日本人
船員の活躍を紹介することにあります。それは海洋に
関する教育の一環として捉えることができると思って
います。 
 また戦渦の中、危険を脱し船長以下乗組員全員が無
事に帰国できたことは、平和の尊さについても共感を
深めていただけると思っています。 
 
 
 
 

1. 被弾炎上 
 時は、1973（昭和 48）年、世界同時不況のきっかけ
となった石油危機、それを招いた第四次中東戦争が勃
発した年です。 
 場所は、今アラブの春としてアサド政権と反政府デ
モとの衝突で化学兵器使用に揺れ動く東地中海シリ
ア・アラブ共和国（以下、通称のシリアという）のラ
タキア港です（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 その主役となった船は、日本郵船所属貨物船「山城
丸」です。1956（昭和 31）年「もはや戦後でない」と
経済白書が宣言し、日本経済は右肩上がりで急成長し、
日本海運、造船界に船の巨大化、高速化が要求されま
した。後者の高速化が実現し、誕生したのが、1963（昭
和 38）年、三菱造船（株）長崎造船所で建造された山
城丸です。山城丸は造波抵抗を減少させるため、船首
部（バウ）の水面下を球状にして高速化・効率化を図
った最初の船です（写真１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スエズ運河

ラタキア港

図 1. 東地中海シリア ラタキア港 

筆頭者連絡先：〒742-2106 山口県大島郡周防大島町大字小松南

              1091−1 
               e-mail : makamine@orchid.plala.or.jp 

写真 1. 日本郵船所属貨物船「山城丸」 
                写真提供：日本郵船（株） 
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 山城丸は、1973（昭和 48）年 10 月 4 日、キプロスの
ファマガスタからラタキア港外に到着しましたが、ポ
ートコンゼッション（船混み）により 2 日間沖待ちし、
10 月 6 日、港内のブイに係留しました。ところが、荷
役が通常通り開始されてまもなく、第四次中東戦争勃
発の情報が飛び込んで来ました。 
 その夜から突然始まった空襲や砲撃戦の合間を縫っ
て荷役が行われ、10 月 8 日午後、当港での荷役が終了
しました。当局からの出港禁止令が出され、翌 9 日朝、
山城丸は港外にシフトして出港許可を待ちました。し
かし直ぐに出ると期待した出港許可は下りず、港外で 2
日目の夜を迎えようとしていました。 
 10 日夜、突然数発の照明弾が上がり山城丸付近を照
らしました。当直操舵手が自室で待機していた私のと
ころに「セコンドオフィサー、船首付近にシリアの艦
艇がいます。」と報告に来ました。私は、現状を確認す
るため身支度をして船首へ向かおうとしたところ、周
囲の異常を感じ急ぎ船橋へ昇りました。バリバリドン
ドンと砲撃音が鳴り響き、「あっ！こちらに弾が飛んで
くる」という叫び声で船橋左舷ウイングへ顔を出すと、
山城丸へシュルシュルという飛翔音を轟かせ大きな火
の塊が向かってくるのを認めました。慌てて船橋の後
部にあるチャートルームに逃げ込みました。ドカー
ン！バリバリ、轟音と激しい船体の揺れ、停電、そし
て、チャートルームのドアが吹き飛ばされ爆風と硝煙
が船橋へ猛烈な勢いで吹き込んできました。山城丸被
弾の瞬間でした（写真 2,3）。直ちに「消火部署に付け」
が船内に伝達され、乗組員は各人の持ち場へ急行しま
した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 決死の消火活動 (写真 4，5) 
 砲弾が飛び交う、真っ暗闇のなかで、乗組員による
決死の消火活動が続けられました。放水し鎮火したと
思われた箇所から再び炎があがるという（爆薬に特殊
な薬剤が仕込まれ消火は難しいと専門家の弁）想像を
絶する消火活動でした。積み荷のナイロンやプラステ
ィク等の燃焼は、異常高温と有毒ガスを発生させ、放
水し跳ね返る水は熱湯と化して皮膚を刺し、呼吸困難
と眼の痛み、そして、煙による視野制限という最悪な
状況下で、消火活動をさらに困難にしました。特に船
内に充満する有毒ガスは消火班を苦しめ、班員が次々
と倒れ、その者は暴露の甲板上に運び出され人工呼吸
を施し、意識を取り戻すとまた消火活動に復帰すると
いう状況でした。なかには、酸素欠乏で人事不省に陥
った甲板員が陸上の病院へ搬送されるという緊急事態
も発生しました。  
 陸上病院へ搬送途中のボートの中で意識を取り戻し
た甲板員は「みんな一生懸命やっているじゃないか
よ・・・・。ドクターおれ１人をどこに連れて行こう
というんだ。ボートを本船に戻せ・・・戻せえ・・・」
（関野三彦船長、1993「山城丸炎上－あれから 20 年－」
p.123 市毛威船医手記から）と付き添う船医にわめき、
そのまま山城丸に引き返して消火活動を続けました。 
 この消火活動を船長はのちに手記の中で次のように
語っておられます。 
「この作業は筆舌に尽くせぬもので、猛煙の中に入り
込むのはただでさえ難事である上、Chamber insulation
の材質とプラスティック類、General cargo から発生する
有毒ガス、爆発による足場の危険、人手不足のための
長時間作業になる疲労を考えれば、緊急時という条件
を考慮しても、なお乗組員の作業は超人的作業と称え
られてしかるべきものと考える」（関野三彦船長、1993
『山城丸炎上－あれから 20 年－』p.25） 
 
 
 

写真 2. 被弾により左舷船腹に開いた大きな孔 
出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』資料編

写真 3. 船橋の惨状－フロントガラス破損（左）
       被弾箇所－外側に捲れる外板（右） 
         遠くに同じく被弾炎上の船が見える 

出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』 

   p.56（左）, 61（右）. 
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3. 乗組員救命艇移乗 
 乗組員による必死の消火活動が続けられる中、船側
に大きく開いた被弾口からの海水流入により船体傾斜
が始まり、傾斜が増してきました（写真 6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 ここで、船長より「現場消火班を除き、全員救命艇に
移乗せよ」の令が下されました。現場消火班長であっ
た私は、他の班員とともに今なお火勢が衰えない第 4
番艙左舷のチャンバーの消火活動を続けました。現場
消火班を除く乗組員が救命艇に移乗したのを確認した
船長は、次いで「現場消火班も救命艇に移れ」の令を
発せられました。 
 私たちは、まだ水が通じている消火ホースを火勢の
強いチャンバーへ差し込み、消火作業現場の左舷側か
ら救命艇が待機する右舷側へ移動を開始しました。約
20 度傾斜した甲板は滑り、船内に充満する煙は、視界
を悪くし呼吸をも苦しくしました。早く逃げなければ
船が沈むという恐怖感からパニックに陥り、冷静さを
失ってしまいました。その時「死んでもいい」と覚悟
すると自然に落ち着きを取り戻し周りがよく見えてき
ました。甲板上十数センチのところに空気の層がある
ことや手に触れる固定物等を確認でき、甲板上を這う
ようにして右舷へ移動して救命艇に乗り込みました。 
 私たち最後の乗組員が救命艇に乗り込むと同時に人
員点呼が行われました。艇指揮一等航海士の「番号」
という号令に従って、各自が大きな声で「いち、にー、
さん、しー・・・」と応答しました。しかし、当時山
城丸の乗組員数（船長を含む）の 37 名に 1名足りませ 
ん。改めて人員点呼を行うと、船長が救命艇に乗って
いないことが分かりました（写真 7）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 常日頃から船長は、「最後退船義務」のことをよくお
っしゃっておられました。というのも、1969（昭和 44）
年から 1970（昭和 45）年にかけて冬季北太平洋の野島
沖で大型船が荒天により相次いで沈没しました。その
中に、1970 年（昭和 45）年 2月 10 日沈没した第一中
央汽船の大型鉱石専用船「かりふぉるにあ丸」は、船
長が退船を拒否、船とともに運命を共にした痛ましい
海難事故が船員の中で話題になっていました。  
 もしやと思ったのは私だけではなかったと思います。 
船長捜索のため、一等航海士と私は山城丸へ引き返し
ました。 
 最近、一般社団法人日本船長協会会誌により、船長
の最後退船義務について特集が組まれており、その中
でかりふぉるにあ丸住村博士船長の退船拒否のくだり

写真 4. 第 4 番船倉内チャンバー消火作業 
出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』p.42

写真 5. 上甲板に穴を開け、注水 
出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』p.60

写真 6. 被弾口より海水流入、船体傾斜始まる 
出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』表紙

写真 7. 救命艇に移乗 人員点呼 船長がいない！ 

出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』p.70
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を引用します。 
「同船の船長であった住村博士船長もまた乗組員の救
助に全ての手段を尽くした後、退船を拒否し船と運命
をともにされた。付近を航行中の他船の決死的な救助
活動により乗組員 29 名中 24 名は救助された。救助さ
れた二等航海士は最後の救命ボートに移乗するにあた
り、船長に同乗するよう懇願したが、船長は「若い君
たちこそ生きなければならない」と言って船に残った
と伝わっている。」 出典：赤塚宏一船長、2012、「ＩＦ
ＳＭＡ便りＮｏ．２１」『月報 Captain 第 407 号』一般
社団法人日本船長協会  
 一方、この「かりふぉるにあ丸」事故後、船長の「最
後退船義務」のルールが改正されています。 
 
4.船長発見 
 一等航海士と私は山城丸に戻り、一等航海士は機関
室から、私は船橋から、それぞれ船長を探すことにな
りました。大きく傾斜した本船内は炎と煙が充満し、
捜索は困難を極めました。船橋から捜索を始めた私は、
シリア当局のオーダーで封鎖されているはずの無線室
扉が半開きになっているのに気付きました。無線室の
ドアを開けると、船長は煙が充満する無線室のなかで
周囲の船にＶＨＦで救助を呼びかけていました。私は
トランシーバーで一等航海士へ「船長は無線室にいら
っしゃいました」と伝えると、一等航海士は無線室に
駆け上がってきました。「最後まで山城丸に残り本船を
救う」と離船を拒む船長に一等航海士は「船長！アバ
ンダンした訳ではありません。一旦救命艇に移り、体
制を整えて再度山城丸の救助に来ましょう」と進言し
ました。私たちは、失礼と思いましたが、離船を拒む
船長を羽交い絞めにして救命艇へおつれしました。 
 救命艇に移乗した船長は、「私はまだ山城丸をアバン
ダンしていない。チョッサーとチーフエンジニア、フ
ァーストエンジニアは私と一緒に船に戻ってくれ。救
命艇の指揮はセコンドオフィサーに委譲する」と艇内
の乗組員へ伝え、指名した乗組員とともに船体が大き
く傾斜し燃え盛る山城丸へ引き返しました。 
 しばらくすると、救命艇の艇指揮を任された私の元
に船長からトランシーバーを通じ「人手が足りない。
あと 2、3人よこしてくれ！」と命令が来ました。次に
赴くのは私の番です。私は職位の順に従いサードオフ
ィサーに救命艇の指揮を委ね、救命艇内の乗組員に「誰
か私と一緒に来てくれないか」と呼びかけましたが、
今にも沈みそうな船を前に、誰一人して名乗る者はな
く皆下を向いていました。しばらく沈黙の後困ってい
る私を見て、「セコンドオフィサー！私たちが行きます」
と若い 2人の甲板員が志願しました。私と２人の甲板
員が山城丸に乗り移ろうとした時、50歳を超えた老練
な甲板手 2人が私を呼び止めました。「セコンドオフィ
サー！若い人たちには未来がある。俺らを連れて行っ
てくれ。俺には子どもはいない。嫁は畑をやっている
から心配ない」「若い者より船のことをよく知っている
俺らの方が役に立つ。俺らが代わるよ」。こうして結局
この老練な甲板手 2人と私は山城丸へ戻り、船長のア
ンダーで消火活動に従事しました。 
 船長ほか 6名により消火活動が続けられていました
が、突然、船内に供給している電気が切れ、同時に消
火ポンプも止まってしまいました。機関室の浸水によ

り発電機、配電盤が駄目になったのでした。 
 ここで船長は、自主消火を断念、陸上の消火組織に
委ねることを決めました。船長を含む乗組員全員は山
城丸装備の 2隻の救命艇に分乗、一旦山城丸を離れて
ラタキア港内へ向かいました（写真 8）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 その後、船長はシリア当局と消火組織派遣を交渉し、
同日午後、乗組員は、緊急招集された現地のシリア消
火隊員とともに消火機能をもつタグボートに同乗して
山城丸に引き返しました。 
 以前より火勢は強まり、タグボートから山城丸の火
炎に向かって放水することも、山城丸に乗船して直接
消火することも困難になっていました。宵闇が迫り天
候も悪化の兆しがあり、また空襲の危険が迫っていま
した。 
 
5. アバンダン（船体放棄）と陸路トルコへ国外脱出 
 こうした最悪の事態になり、ついに船長からアバン
ダンの令が発せられ、乗組員は炎上する山城丸に別れ
を告げ、陸上の収容場所となったホテルに移りました。
空襲警報が発令され、灯火管制された真っ暗なホテル
で、船長はロビーに全員を集めて言いました。「決死の
覚悟で最後まで山城丸救助に尽力してくれた乗組員に
心から感謝する。今回のことはすべて私の責任である。
これから皆さんを無事に日本へ帰すのが私の責務であ
る。『山城丸死すとも、山城丸の魂我が胸にあり』、山
城丸を失ったが、私たちの胸には山城丸は生き続けて
いる。日本に帰るまでは山城丸の乗組員として誇りを
持って行動してほしい」と。この言葉は今も忘れるこ
とはできません。 
 その後、国外脱出ルートについて、会社はベイルー
ト在勤が居るレバノンへ、大使館は内陸のアレッポー
に日本人が居て対応できるのでアレッポー経由トルコ
へ、そして、代理店は最短距離でトルコへとそれぞれ
異なったルートが示されました（図 2）。そこで、船長
は海岸線を走る一番距離的に有利な代理店案で脱出す 

写真 8. 自主消火を断念 乗組員は救命艇で一旦
       山城丸を離れる 
出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』p.75
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ることを決めました。海岸線を走ることは、沖合の艦
艇から攻撃の的になる危険性が非常に高いという意見 
がありましたが、危険地域からいち早く脱出すること
が乗組員の安全を確保する最善策として船長は決断さ
れたのです。その決断が正しかったことは、後日談で
すが、私たちがラタキアを脱出した翌日、ラタキア近
郊に大規模な砲撃が行われ戦渦が拡大したことから証
明されました。 
 脱出のバスの中では、沖合からの砲撃や空襲に備え
乗組員全員ヘルメットと救命胴衣（防弾チョッキにな
ると信じ）を着用し、低い姿勢をとり、また砲撃や空
襲を避けるために野宿も考えて非常用食料（救命艇か
ら持ち出した救難食糧等）が用意されました。 
 途中砲撃や空襲に遭うことなく無事トルコ国境に到
着しました。こうした一連の対処法は、危機管理の面
で参考になると思われます。 
 残念ながら山城丸を救うことはできませんでした。
しかし、あの戦渦の中、誰ひとり怪我することなく船
長以下、乗組員 37 名全員が無事に帰国することができ
たのは、正に船長の機を見て敏なる指揮と乗組員の人
望を集めるリーダーシップ、そして、乗組員の誇りと
秩序正しい行動によるものでした。 
 現地の人々は、私たちが取った行動に驚きと敬意を
払い、日本人の船員魂を高く賞賛していたことは、後
日談として伝わっています。 
 
おわりに 
 私が行っている海事普及活動の講演や講義の中で、
特に要望の強い体験談をご紹介しました。 
 この「山城丸」のお話は、講演等では全体の話題の
一齣としてご紹介していますが、お話を聞いて下さっ
た多くの方から、一番印象に残った話であり、日本人

の誇りを感じると感想をいただきます。これは、稀有
で貴重な体験談が聴衆を惹きつけ、海事普及や教育に
効果があることを示唆しているといえそうです。 
 一方、抄録に海事普及活動事例を挙げていますが、
これはほんの一部です。地域レベルでも地域の特色を
活かした海事普及活動が頻繁に行われています。こう
した海事普及活動で共通することは、海洋基本法第 28
条の海洋教育の概念が取り込まれていること、若者等
を惹き付ける船を題材にしていること、そして、船員
教育機関とそのステークホルダー、国や関係団体等の
連携で実施されていることです。 
 こうした活発な海事普及活動の成果に多くの期待が
寄せられていますが、実際当該活動に参画してみると、
若者や一般の方々の参加が決して多いとはいえない状
況にあります。当該活動をさらに広く効率的に浸透さ
せるには、強力な組織力の手助けを必要とします。関
係ステークホルダーは当然のことながら、海洋人間の
発展を設立趣旨に掲げる日本海洋人間学会の会員の皆
様にもご支援をお願いするところです。 
 今回の限られた時間内で全てを語ることはできませ
んでした。今回の大会では、安全や緊急時の避難行動
等の研究が発表されており、これら発表と私の体験談
と関係がありそうです。ご質問等がございましたら、
お声掛けいただければ、後ほど個別に対応させていた
だきます。 
 最後に、事例紹介にご協力いただきました各海事団
体事務局の方々、そして、本日の大会にご出席の全日
本海員組合広報室長の及川孝敏様に心から感謝申し上
げます。 
 

会社推選ルート 陸路レバノンへ 

ラタキア 

トルコ 

図 2. 乗組員脱出経路図 最短の赤ラインのルート 
       を採用 
出典：関野三彦船長、1993『山城丸炎上－あれから 20 年－』資料編
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 私は、小学校の特別活動における全国屈指といえる
長期臨海学校の実践についてご報告、お話しさせてい
ただきたいと思います。 
 
 毎年のように夏になると海の事故が報道され残念に
思います。特に、児童期の海での遠泳体験というもの
は大人になってからの大きな自信につながると考えら
れ、水辺の事故防止に遠泳教育の果たす役割というも
のは、極めて大きいものがございます。また 2008 年か
らの新学習指導要領では、「自然体験活動の充実」とい
うものが盛り込まれているのも事実であります。 
 さて先行研究において、長谷川勝俊(2002)は、「自然
環境での水遊び指導や自然体験のための遊泳技術指導、
体験学習等が、自ら学び自ら考える力などの生きる力
をはぐくむことに寄与できる効果的な野外教育の一方
法である」ことを報告しており、本報告の教育実践で
ある長期臨海学校の意義はたいへんに大きいものがあ
ると考えられます。 
 日本における臨海学校の歴史はと申しますと、まず
臨海学校とは、小学校・中学校・高等学校において夏
期に行われる学校行事でありまして、海を身近に体験
することを目的として、一般的には 1 泊 2 日や 2 泊 3
日から 1 週間程度の日程で、臨海部に宿舎を設定し、
学校が海へ出かける形で実施される形態で実施される
ものであります。  
 さらに、普段の学校生活においては学べないことを
子どもたちが集団生活を通じて学ぶという教育的意図
も当然にしてあり、臨海学校は夏の季語にもなってお
ります。現行の 2008 年度からの学習指導要領において
は特別活動の学校行事として「旅行・集団宿泊的行事」
に位置づけられており、同様な行事といたしましては、
林間学校、キャンプ活動、修学旅行などがあります。 
 その臨海学校ですが、近年、臨海学校は様々な要因
から敬遠されつつあるのが実態ではないでしょうか。
また、少数の臨海学校の実施校の中でも、実施期間の
短縮や自然教室や海水浴などで代替する等、純粋に水
泳訓練や遠泳教育というものが行われなくなっている
という悲しい現状がございます。この現況は、たいへ
んに憂うべき状況ではないでしょうか。 
 それには、安全面に配慮した学校行事の精選化、教
師の指導力の低下などが大きな要因でありましょう。 
 
 
 

 なお、大阪市下では 4%の実施状況という矢野の調査
結果もございます。さらに、臨海学校から林間学校へ
の変更や、実施を隔年にするなどの遠泳実習を単独と
して実施する学校数の減少が、残念ながら認められて
いるのが現状なのであります。 
 さて、臨海学校における遠泳学習の教育的意義でご
ざいますが、遠泳実習というものは、単純に水泳の指
導により心身の鍛錬を行えばよいというものだけでは
ありません。海や天候といった自然から学ぶとともに
「自然」というものを理解しながら、また多くの友人
と励ましあい支えあう集団での「宿泊」を通した集団
生活を営む中において、子どもたち同士が人間関係の
輪を培う場でもあります。 
 また、臨海学校においては、「安全」の原則とともに
教育「効果」の原則の両側面から、その計画及び実施
を決定する必要があるものと考えております。 
さて、今回は、大阪でも地域によって実施に差があり
ますが、日本一ともいえる臨海学校の実践を紹介させ
ていただきたいと思います。 
 本教育実践において目指しているものは、「健康な体
を持ち、同時に健全で忍耐強い子どもに育てる」と「連
帯と協力の精神を養う」の 2 点でございます。今年度
は、2013 年 7 月 15 日(月)から 7 月 20 日(土)の 5 泊 6 日
で実施され、後で詳細に触れますが、数多くの成果を
得ることができました。 
 大阪府の私立帝塚山学院小学校の 4・5・6 年生の約
360 名が泳力（平泳ぎ）の向上に挑戦し、臨海学校に参
加をいたしました。 
 本研究の対象である帝塚山学院小学校は、大正 6 年
の学校創立以来、約 1 世紀近くの水泳実習および集団
宿泊訓練を実施しており、数多くの成果を得てきてい
る由緒ある学校でございます。4・5・6 年生約 360 名と
指導者約 50 名が参加及び実施する臨海学校(本校では
臨海学舎と呼称しております)は、全国屈指の規模であ
りまして、現在は山口県萩市で実施されております。 
 6 年生にもなれば 9 割近い児童が、1.5 ㎞遠泳に挑戦
し、泳法練習でもクロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフ
ライなどで「合格」という栄誉及び成果を得てきてお
ります。 
 それでは、実際の臨海学校についてお話しさせてい
ただきます。 
 まず、臨海学舎までに、泳力テストというものを学
校のプールを用いて行いました。本校では、臨海学舎
に向けて事前に水泳練習班を決定するための班分けの

筆頭者連絡先：〒583-8558 藤井寺市春日丘 3-8-1  
               e-mail : t-yano@osakajyosi.ac.jp 
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ために泳力テストを行っております。4 年生から 6 年生
の対象となる児童たちが、25m テスト及び 50m テスト
を受験しました。児童たちは、とても真剣な表情で、
一生懸命に取り組んでおりました。 臨海学舎でも、み
んなで励まし合い、自分の泳力の目標に向けて頑張っ
てほしいと思います。 
 いよいよ本番の臨海学舎です。たくさんの保護者の
方々に見送られ、新大阪駅を出発し、13:00 頃、児童た
ちはホテルに到着しました。ホテルにて、萩にゃんに
出迎えられ、児童たちは大喜びでした。現地である山
口県萩市の天気は、晴れでした。開所式の後、いよい
よ水泳練習のスタートです。みんなそれぞれが、自分
の目標に向かって 5 泊 6 日間を頑張ります。 
 臨海学舎の 2 日目です。萩（現地）は快晴です。児
童たちは、元気に朝食を食べ、午前の水泳練習に参加
しました。午前中には、50ｍと 300ｍのテストが同時に
行われました。午後からは、25ｍと 100ｍのテストが行
われ、自分の力を精一杯出して頑張りました。多くの
児童が上の班に昇級いたしました。明日の水泳練習と
泳力テストも頑張ってくれるはずです。 
 臨海学舎も 3 日目になりました。萩は、今日も快晴
です。水温も冷たくなく、風も穏やかで泳ぎやすい海
の状態でございました。児童たちは、元気に水泳練習
に参加しました。午前中には 25m と 500ｍのテストを
実施し、午後は 100ｍと 300ｍの泳力テストが行われま
した。児童たちは、励まし合いながら自分の力を精一
杯だして本当によく頑張りました。また、しっかりご
飯を食べ、睡眠をとり、明日も元気に水泳練習に参加
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 臨海学舎も 4 日目になりました。水泳練習も残すと
ころあと１日です。今日の萩は、曇のち晴でした。風
が強く、波があり少し泳ぎにくいような状態でしたが、
児童たちは一生懸命に水泳練習に取り組んでいました。
午前には、25ｍと 50ｍのテストが行われ、午後には 1.5
ｋｍと 300ｍのテストが実施され、泳力テストの受験児
童は、最後まで諦めずに自分の力を精一杯だして頑張
りました。明日は、とうとう水泳練習最終日です。各
自が自分の目標に向かって頑張ってほしいと思います。 
 臨海学舎も 5 日目です。水泳練習最終日となりまし
た。萩は、晴れ時々曇りです。今日は、午前中に 50ｍ
と 100ｍと 500ｍのテストが実施され、午後には 1ｋｍ
と最後のわっしょいテストが行われ、臨海学舎の全て
の水泳練習と泳力判定のテストが終わりました。みん
な、最後まで一生懸命泳ぎぬくことができました。応
援もとっても大きな声で、テスト受験者を励まし、た
いへん感動的な瞬間でした。 
 テスト終了後は、各クラスで記念撮影し、海浜遊び
などをして、思い思いに有意義に楽しい時間を過ごし
ました。こうして、今年の臨海学舎の水泳練習と泳力
テストも無事に修了することができました。同窓生の
先生方、ライフセーバーの方々、宿泊ホテルの方々な
ど、本当にありがとうございました。 
 臨海学舎も 6 日目です。今日は、大阪に帰る日、帰
阪日です。児童たちは、朝ごはんをしっかり食べ、大
阪に帰る支度をしました。自分の目標に最後まで諦め
ずに取り組んだ児童たちが、少したくましくなったよ
うに思われます。これから、大阪に帰ります。 
同窓生の先生方、ホテルの皆様、本当にお世話になり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6  A  6  B  6  C  5  A  5  B  5  C  4  A  4  B  4  C  総  

性  男  女  男  女  男  女  男 女  男 女 男 女  男 女  男  女  男 女 計  

1km  12  22  13  22  9  25  7  14 7  11 8  5  155  

500m  3  7  1  1  2  8  2  8  2  11  45  

300m  1  2  1  1  1  1  5  4  5  4  5  3  5  38  

100m     2  1  1  4  3  4  5  1  4  5  7  1  2  41  

50m        1  1  1  1  1  1  3  2  6  17  

25m        1  1  1  3  14  3  10  5  13 51  

初級     2  1  2  2  4  1  2  2  2  18  

合計  12  28  13  29  12  30  12 29 13 26 12 30 11 30  13  26  11 28 365  

合計  40  42  42  41  39  42  41  39  39  365  

 

表 1. 児童の最終到達度泳力判定結果 
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ました。感謝申し上げます。ありがとうございました。  
 これは、児童の最終到達度泳力判定結果の表でござ
います。この最終結果からは、全体的には 500m 以上の
泳力を持つ児童が約 200 名に達しました。そこでは、
昨年に引き続き 1km から 1.5km の泳力に到達した 6 年
生の児童たちが多く認められ、5 年生でも 100m から
300m 以上の泳力に到達した児童が、なんと 9 割を超え
るなどの成果が認められ、大変優秀な成績を修めるこ
とができました。 
 臨海学舎の保健室からの報告では、しんどいと訴え
て来る児童の中に、海に対する恐怖心のある児童や、
自分の泳力の限界を感じながらも次のステップに上が
らなければという心の葛藤をしている児童、体力的限
界を感じている児童などがいることが窺われました。
そんな子どもたちも先生や友達のはげましの言葉で頑
張れたり、ちょっと休憩をしたりながら最後まで頑張
る達成感を味わっては、また確実に成長しています。 
 外科的には、例年と同じような海の中で虫に刺され
たり、岩に当たって切れてしまったり、海水や太陽に
負けて湿疹ができたり、日がたつにつれ日焼けがひど
くなり痛がる児童が増えてきたり、また、毎年ながら
ビーチサンダルの鼻緒ずれの児童が多く認められまし
た。毎日海水につかるので、傷はなかなか良くはなら
ないけれども、痛がって練習が出来ないと訴える子は 1
人もいないことには、いつも感心させられています。 
 ここで、臨海学校の成果というものは、矢野の先行
研究にある通り、児童の「生きる力」の向上としても
見て取れます。さらに、これまでの研究の蓄積の結果
からは、児童の疲労度のピークは中日ごろに認められ
ることが明らかとなっています。これは、大きな教育
的示唆を含んでおります。また、1 か月にわたる追跡調
査においても、遠泳参加児童の「生きる力」の劇的な
向上が認められ、長期にわたる小学校における臨海学
校の教育効果の大きいことが十二分に示唆されており
ます。 
 さらに、参加児童の「健康管理」と「救急体制」の
確立が何より大切であり、児童への安全教育の意味を
含めた、緊急時訓練などのマニュアルの策定及び実施
が重要であることが今後の課題としても挙げられてい
ます。同時に、児童の泳力向上や達成感に指導する教
師のリーダーシップがもたらす効果というものは、た
いへんに大きいことが、吉井ら(2013)の研究において認
められ、特に集団を維持する機能が重要であることな
どが明らかとなってもいます。 
 今後の課題としては、緊急時訓練の継続実施、特に
海での緊急時訓練の設定は「沖での溺者」であり，こ
れまで積み上げてきた数年間とは想定が違っておりま
した。水練会議記録からは、水練部会では十分な話し
合いが行われ、一人ひとりが真剣に討議を交え、判断
力や行動力、危険察知力などを養う優れた緊急体制の
実践となったことが相当に窺われます。健康管理の側
面では、水泳実習前から入念な検診や健康観察を行っ
ておりました。臨海学校実習中は、担任による健康観
察と生活表による自己管理を行い、あわせて保健室利
用状況からは、大きな傷病者も認められませんでした。  
 今後の救急体制の構築にむけては、「校内水上安全講
習会」と「緊急時訓練」の 2 本柱で行うという必要性
が考えられます。さらに近年、津波対策が加わり、安

全については万全な体制を確立した上で水泳実習が行
われ、さらにライフセーバーが安全面からガードに加
わるなど、指導には率先してレスキュー機材やガード
技術を導入活用した教育実践はたいへん他の教育実践
にも有用であるといえます。 
 最後に、今回の臨海学校においては、特に 6 年生の
1.5km 到達児童が 8 割にのぼり、5 年生の 300m 到達児
童が 9 割などの優れた結果を残しました。 
最終泳力到達度の評価からは、長期の臨海学舎という
教育実践が、多くの児童にとって泳力の向上に有効な
指導法であることが確認される結果でございました。 
今後このような教育実践や臨海学校の実践が数多く

実施されることが望まれます。ご清聴、まことにあり
がとうございました。 
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□シンポジウム「マリンスポーツと教育」□ 

学校BLS教育への導入とファーストレスポンダーの育成 

 

小峯 力 1,  

1中央大学. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):37-39, 2014. 
キーワード：一次救命, 災害救助, 防災教育, 安全教育, ライフセービング 

 
 

 わが国は、島国で四季を通じて波浪や風況条件が異
なり，砂浜幅も狭く，また海岸には多数の海岸構造物
が建設されていることで、リップカレントなどの複雑
な流れが溺水事故の要因となっており、諸外国と異な
る特徴を有している。さらに海岸域では津波による被
害も懸念され、海岸利用においても注意すべき重要な
項目であることは自明である。また，海岸域における
公的救助機関は海上保安庁、消防、警察であるが、い
ずれも事故発生後に初動する機関であり、事故を未然
に防ぐという意味では、各海岸で活動しているライフ
セービング（Lifesaving）がその任にあたっている。こ
れら安全構築の視点に着目すれば、オーストラリアな
ど諸外国でみられるその国特有の自然環境，社会環境
に適した海水浴場（海岸）リスク評価基準や評価方法
が研究され、海岸利用のためのマネジメントプログラ
ムが存在している。また災害救助の視点から、津波対
策として護岸や堤防などを整備するハード面の対策の
他、避難路・避難所を記載したハザードマップ作成な
どソフト面も進められていたが、東日本大震災では、
その想定を遥かに越えた津波の大きさに対応できず、
防災（減災）対策の再検討が急務となった。「国の有識
者会議」によれば、発生が懸念される南海トラフ地震
による死亡者数は 32 万人、その経済損失は 220 兆円と
見込まれている。さらに地震予知は困難であることか
ら、「事前防災」として最低でも１週間の備蓄の備えを
するよう国民に投げかけた。ここで注視すべき点は、1
週間を生存する力を身につけることよりも、災害時そ
の一瞬を「どう生き抜くか」の力を身につけることこ
そ優先であることは、3.11 から学んだ教訓である。そ
こで本稿は、海洋基本法と学校教育という視点から、
マリンスポーツの安全、及び自然災害に対する海洋教
育の現状と課題を論じてみる。 
 
 2007 年の海洋基本法の中で始めて「海洋に関する教
育」が法律用語として使われ、第 2 期海洋基本計画と
初中等学校においてその推進が求められた。教科書に
於ける海に関する記述は極めて少なく且つ散在してい
る現状にあって、初中等教育の海洋に関する教育の必
要性には、海の環境や防災等、海と私たちの生活との
結びつきという視点があった。その時代背景には、 
 
 
 
 

海は自国の沿岸は「閉鎖海論」で、その外の大洋は「自
由海論」の適用が一般的であり、領海は 17 世紀頃の「大
砲の弾の届く距離：3 海里」から第 2 次大戦後での 12
海里への定着。第 2 次大戦以後、領海、接続水域、公
海などに関する国際法をもとに国連で議論が進み、「海
洋を人類の共有財産とし、資源開発などの権利に加え、
平和利用や環境保全等」を義務規定した国際法が 1982
年に採択（1994 年発効）され、日本がこれを批准した
のは 1996 年であった。我が国に於ける海洋基本法成立
の背景には、1982 年に排他的経済水域（EEZ）や深海
底を「人類の共同財産」とした「国連海洋法条約
（UNCLOS）」が採択、1992 年には海域および沿岸域の
保護、及びこれらの生物資源の保護が、リオ地球サミ
ット「国連環境開発会議」で採択された。また米国「海
洋法 2000」、カナダ「海洋法」、韓国「沿岸管理法」等、
各国の海洋総合的管理の法制度整備の進展があり、東
シナ海のガス田開発、竹島を巡る紛争、エチゼンクラ
ゲの大発生、不審漁船の問題、EEZ 内での海洋調査等、
海洋に関する国民の関心の高まりもあって、海洋政策
大綱、海洋基本法（仮称）の概要が取りまとめられ、
超党派による海洋基本法研究会（2006 年）が発足した。 
 
 海洋基本法では、これまでの個別の法律では対応で
きぬ包括的な海洋政策を立てる制度的枠組みの構築が
主で、内閣総理大臣を本部長とする総合海洋政策本部
を設置、5 年ごとに海洋基本計画を策定することとなっ
た。その基本理念は、１）海洋の開発及び利用と海洋
環境の保全との調和 ２）海洋の安全確保 ３）科学
的知見の充実 ４）海洋産業の健全な発展 ５）海洋
の総合的管理 ６）国際的協調とあり、その基本理念
を受けた 12 項の基本的な施策の１つに「海洋に関する
国民への理解増進等」と言う条項が設けられた。海洋
基本法に於ける海洋教育の扱いについては、国の責任
で海洋に関する学校教育の推進をするとし、第二十八
条には、「国は、国民が海洋についての理解と関心を深
めることができるよう、学校教育及び社会教育に於け
る海洋に関する教育の推進、海洋法に関する国際連合
条約その他の国際約束、並びに海洋の持続可能な開発
及び利用を実現するための国際的な取組みに関する普
及啓発、海洋に関するレクリエーションの普及等のた
めに必要な措置を講ずるものとする。」と定めた。第 1
期海洋基本計画（2008 年 3 月制定）、第 2 部 海洋に関
する施策に関して、政府が総合的かつ計画的に講ずべ
き施策とし、海洋に関する国民の理解の増進と人材育
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成には、１）海洋への関心を高める措置 ２）次世代
を担う青少年等の海洋に関する理解の増進として、次
世代を担う青少年を始めとする国民が、海洋に関して
正しい知識と理解を深められるよう、学校教育及び社
会教育の充実を図ることが重要であるとした。その第 1
期海洋基本計画における「海洋に関する教育」の具体
的な内容は、次世代を担う青少年の海洋に関する理解
と知識の増進を図るため、学校教育の充実として、１）
高等学校の教科「水産」の学習指導要領の見直し ２）
初中等教育での社会や理科等における海洋に関する適
切な教育 ３）海洋に関する教育の実践事例の提供を
図る等、海洋教育の普及促進とした。また、社会教育
の充実としては、１）漁村等に於ける体験学習やエコ
ツーリズムの推進 ２）水族館などの自然系博物館の
活用 ３）学会等の協力を得てのアウトリーチ活動、
とした。2013 年 4 月、第 2 期海洋基本計画に於ける「海
洋に関する教育」の取り扱いについては、第 1 部：海
洋に関する施策についての基本的な方針の中で、本計
画に於いて重点的に推進すべき取組みとして、海洋立
国を実現していくため、その前提として、海洋に関わ
る人材の育成と技術力の強化を図っていくことが重要
とし、小学校、中学校及び高等学校における海洋に関
する教育を充実し、大学等における学際的な教育や専
門的な教育の推進、基礎的・先端的研究開発の強化、
産学官連携の推進等を通じて、海洋立国を支える多様
な人材の育成と基盤的な技術力の強化に取り組むとし
た。また本計画における施策の方向性について、海洋
教育の充実及び海洋に関する理解の増進として、「初等
中等教育及び高等教育のそれぞれで実施している海洋
に関する教育を充実するとともに、それらを体系的に
つなげる方策を検討する。また、海洋に関する教育を
支援する観点から、関係機関、大学、民間企業等が行
うアウトリーチ活動等の有機的な連携を図る。」とした。
人材の育成については、海洋産業及び海洋教育の担い
手を育成するとともに、中長期的な観点で将来の担い
手の裾野を広げるための方策を検討する。また、特定
の分野の専門的な知識を有する人材や、海洋に関する
幅広い知識を有する人材の育成に取り組み、小学校、
中学校及び高等学校に於いて、「学習指導要領を踏まえ、
海洋に関する教育を充実させる。」とした。これらの取
組みの状況を踏まえつつ、海洋に関する教育が「それ
ぞれに関係する教科や、総合的な学習の時間を通じて
体系的に行われるよう、必要に応じ学習指導要領に於
ける取扱いも含め、」有効な方策を検討する。また「海
洋関連の副教材の作成を促進し、海洋に関する教育の
実践事例集や手引きなどの指導資料の作成、教員研修
の充実等を通じ、教育現場が主体的かつ継続的に取り
組めるような環境整備を行う（後略）」とした。 そこ
で、海洋に関する教育についての第 1 期と第 2 期の海
洋基本計画を比較すれば、第１期計画では高等学校の
教科「水産」の学習指導要領の見直しと言う具体的な
事項と、初中等教育での社会や理科等における海洋に
関する適切な教育と言う抽象的な事項が中心であり、
具体的には実践事例のこと以外は書かれていない。 第
2 期計画では、学習指導要領の取り扱い、教材の作成、
教員研修など海洋に関する教育に関して、より体系化
を目指した具体的な内容を記述している。一方でこれ
らの取組に対する環境整備等については、やや抽象的

であった。小中学校における学習指導要領に関する踏
み込んだ見直しは書かれず、体系的な教育のため、次
の改訂に向けてより具体的な提案が望まれた。義務教
育での海に関する知識の取扱いのまとめについて、１）
75 冊の教科書の約 8％の頁の中で海に関する記述があ
った。２）海に関する教科書での共通事項は、小学校
では 84％が「社会」、残りが「理科」、一方、中学校で
は、「社会(地理・歴史・公民)」が約 95％。３）社会の
内容では、小学校は「水産業」(32％)、「歴史」(20％)、
「環境」(15％)が中心で、中学校では「水産業」、「環境」
が 1 桁に減少し、「歴史」が 43％と増加。４）具体的な
教育内容として、「海の科学を知る」、「海そのものに関
心を持たせる」といった側面が乏しいといえる。   

そこで、なぜ学校教育が海から離れてしまったかに
ついては、末永芳美（東京海洋大学）らが、１）臨海
学校の衰退、２）学校におけるプールの整備（2002 年
小学校 90％、中学校 75％）、３）減少する自然海岸で、
1960 年で 78％、1996 年には 53％に減少 ４）進む少
子化で、1973 年の出生数が 209 万人が、2006 年には 109
万人へ減少、とした。また海に関して小中学校で子供
達が学ぶべき事項として、海洋政策研究財団と東京大
学との共同アンケート(全国約 6700 校からの回答)によ
れば、１)海の環境に関する内容（61％）、２)海の災害
や防災に関する内容（54％）、３)海と私たちの生活の関
連性に関する内容（43％）、４)海から得ることが出来る
資源やエネルギーに関する内容（26％）、５)海での体験
学習「臨海学校、漁村体験、磯のフィールド調査」（25％）、
６)海や地球の仕組みに関する内容（18％）、７)海に生
きる生物に関する内容（16％）、８)海に関する産業         
など経済活動に関した内容（9％）、９)現在の教科書の
内容で充分（5％）、であった。 
 
 我が国の海洋基本計画と海洋教育をまとめれば、１）
海洋基本法に基づく海洋基本計画の中で初めて国とし
て海洋に関する学校教育を推進することになった。２）
第 2 期の海洋基本計画で、海洋教育に初中等教育の中
でどのように取り組むかがある程度具体的に示された。
３）体系的な教育方法の工夫、副読本等の整備。４）
指導者（教員）は、海の環境や災害等、生活と海との
関連を中心に海洋に関する知識を教えることが望まし
いとしており、これら基礎的な知識は日常生活でも大
切なので、義務教育でも体系的に教える必要がある。
５）海に関する体系的な教育を行うには、先生方が海
に関するある程度包括的な知識を持っていることが強
く望まれる。 
 
 以上のように、我が国の海洋教育に於ける取り扱い
について、その歴史的背景をもって、今後は更に具体
的な実践教育として、沿岸域に於ける海との共生を創
造していく中で、まずは国民の生命財産を守る視点を
強化することは急がねばならない。とくに大地震（大
津波）に対し、海洋国日本としての「安全と自立（律）」
は、もはや社会教育はもちろんのこと、学校教育（義
務教育）としての動きを具現化する時代を迎えている
のではないか。 
文部科学省による「東日本大震災を受けた防災教育・
防災管理等に関する有識者会議」では、児童生徒等、
自らが危険・予測判断し、主体的に行動する力を身に 
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つけることや、支援者となる視点から、安全で安心な
社会づくりに貢献する「公助・共助」を育成すること
の重要性が提言されており、単に自らの身体や生命を
守るだけでなく、事故発生時における応急手当や、そ
の後の生活における支え合い等についても大切な指導
内容として検討している。ひとり一人の国民が自助力
を付け、その上で互いに助け合う環境をできる限り迅
速に作り出すためには、学校教育への防災教育「一次
救命（BLS）」の導入は必須であろう。また、学校 BLS
教育の普及に向けて「学校安全の推進に関する計画」
では、学校における安全教育（交通安全、生活安全、
災害安全）の総合的な体系化を図るとともに、児童生
徒等の発達の段階に応じた指導内容についても検討を
行っている。このような教育環境整備のなかで、大災
害の想定被害を軽減させる「ファーストレスポンダー」
の育成が急務とされ、特に海岸域に於けるファースト
レスポンダ―として、ライフセーバーの位置づけが検
討されている。総務省「地域の救助活動の体制強化に
関する調査・研究会結果報告書」より、約 4 万人のラ
イフセービング有資格者が全国に存在し、その主な活
動を「水辺の監視活動」や「青少年・児童に対する水
辺の安全教育」等、平素から水辺の事故防止（予防）
に取り組み、BLS 対応にも十分な訓練と能力を有して
いる。また、ライフセーバーは地域の海の特徴に熟知
しており、津波発生時の地域住民への安全対策や避難
誘導などを実施することが可能であるとしている。南
海トラフ地震が最も集客される夏期の海水浴場に発生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
した場合の被害状況は計り知れない。沿岸域における
大地震（大津波）に対する被害を限りなく減少させる
ためにも「Water Safety & Drowning Prevention」を超え
るファーストレスポンダーとして、質高きライフセー
バーの存在が期待される。そして、ライフセーバーを
活用し、青少年（ジュニア）教育のプログラムを充実
させ、自助（自主）防災能力を基礎基盤として、沿岸
域の災害救助ばかりでなく、年間を通じた地域防災及
び海岸利用（マリンスポーツ）の安全も担保すること
になるであろう。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 学校安全の推進に関する計画 
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□シンポジウム「マリンスポーツと教育」□ 

サーフィンと教育 ～笑顔と自然の生涯学習～ 

 

池谷真一 1,  

1日本サーフアカデミー高等部. 
  

海洋人間学雑誌, 2(Suppl):40-43, 2014. 
キーワード：サーフィン、人間形成、教育、自然の力、体得 

 
 

サーフィンと教育  
 サーフィンの持っている魅力や不思議な力を例に挙
げ日本サーフアカデミー高等部のテーマでもある、～
笑顔と自然の生涯学習～について述べさせて頂きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1．サーフィンとは 
 動力の無い板（サーフボード）に手で水を掻き、そ
の上に立ち、波が形成する斜面を滑走するスポーツで
ある。自然と対峙し海を理解し、波に関する様々な事
を学び体得してゆくのである。海の状況、状態を、自
然のパワーを、素早く判断する力も自然と身に着いて
いきます。そして、一度始めると・・・・サーフィン
を覚えると人生変わる。 
 印象深い例をあげます。映画「ハートブルー」より
主人公の刑事（キアヌ・リーブス）が、潜入捜査のた
めサーファーになりすます。その為にサーフボードを
買いにサーフショップへ行く、店番の子どもに主人公
が「サーフィンを覚えると人生変わるよ」と言われる
名シーンがあります。サーフィンを覚えると人生は変
わります。どの様に変わったか後記の説明でご理解い
ただけると思います。 
 
2．歴 史 
 古代ポリネシアから始まり、近代サーフィンはハワ
イで確立された。白人達がハワイでサーフィンを知り、 
 
 
 
 

世界に広まる。サーフィンとして日本に伝わったのは
60 年前くらいで、既に 2 世代 3 世代にわたって、こ
のスポーツを楽しんで来ているのである。 
 
3．サーフィンの社会的印象 
 時代の情勢、若者・流行・派手さ・ファッションな
どから社会的にドロップアウトした悪いイメージが刷
り込まれてきたところもある。 
 実際のサーフィンは、夏のイメージや浮ついた華や
かさとは異なり、日々努力が必要なスポーツである。
波に乗る為には波の向こう側に行かなくてはならず、
そこにはリフトなど動力の付いた便利なものはない。
波を越えるには、強い精神力と体力が必要である。 
社会的印象とは大きなギャップを持っているスポーツ
である。 
 
4．サーフィンの持つ不思議な力  
 一度始めると達成感・恍惚感から心身とも困難な状
況でも耐えられ乗り越えてゆける力が身に着く。 
・気象知識 天気図 風を読む、波の予測  
・海洋知識 海の状況、カレント、危険生物など 
・天体知識 太陽・地球・月の動き 
・情報処理 これらの情報からポイントに向う 
・運動基礎 身体知識 基礎体力 心身を鍛錬 
・言語知識 国籍、年齢、性別関係なく、波、地形、  
 風などのコミュニケーション 
・工業工芸知識 流体力学知識 道具に対しても学習、 
 改善 
・文化知識 価値観の統一 仲間意識、文化コミュニ 
 ティ 
・競争知識 試合で競う 
自然と身につく：生きる力が生まれる、生き方が変わ
る。人生が変わる。  
  これらは全てサーフィンの持つ不思議な効能 
◇サーフィンの持つ不思議な力 付属 1 
 サーフィンの効能を取り入れた企業の紹介をします。
書籍「社員をサーフィンに行かせよう」筆者はパタゴ
ニアの創業者イヴォン・シュイナード一部要約すると、 
・責任感 
仕事に業績評価はつきものです。サーフィンしても自
分が携わる仕事はきちんと仕上げなければならないと
いう責任感が生まれる。 
・融通をきかせること 
サーフィンは自然相手のスポーツです。波の形がいい

筆頭者連絡先：〒256-0816 小田原市酒匂 3-7-15  
               e-mail : ikeya@nsa-hs.net 
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時ほど楽しくなります。しかし、波がいい時を正確に
予測することは困難です。いい波に乗るためにはいつ
も準備しておかなければいけません。仕事も常に柔軟
に対応できるようにしておかなければならい。 
・効率性 
好きなことをやるために、仕事にも集中できるという
面がある。職場で集中して仕事に打ち込める効果があ
るということ。 
・協調性 
誰かがサーフィンに出かけたために生じた穴は、残さ
れた仲間が埋めなければいけません。自ずと仲間が携
わっている仕事の進捗状況も把握するようになるし、
情報の交換がスムーズにできるようになるというわけ
です。 
・タレントの確保 
アスリートにとって嬉しい制度があるということは、
アウトドアスポーツに携わる一流のアスリートを惹き
つけます。 
◇サーフィンの持つ不思議な力 付属 2 
 なぜ山に登るのか？と問われた登山家のマロリーが、
「そこに山があるから登るのだ」と答えたという話は
余りにも有名だが、 サーファーが波を求めるのも恐ら
く同じような理由、サーフィンの魅力は理屈で図れな
い懐の深さである。 
 
5．日本サーフアカデミー高等部 
 自然（波）を敬いサーフィンを通し子どもたちの人
間形成の役に立てることが理念である。自然（波）へ
のチャレンジは、達成した時の喜びを感じるとともに、
自然の強さを体感し、また、「環境の変化」を感じるこ
とで「自然の大切さ」知ることができる。 
 知る＝知識を得る、体感＝経験、で技術を身につけ
る、すなわち体得する。人間教育の基本を学習するこ
とで、自然を知ることで、人の生き方を考えるように
なり生きる力が醸成（じょうせい）される。「調和する」
心を持つことで、自分だけではなく、他人を考えるこ
とのできる人間へと成長することができる。スポーツ
という枠組みを超えた要素をたくさん持っている「サ
ーフィン」を通して私たちは子どもたちの夢、人生を
応援し、支えている。 
◇日本サーフアカデミー高等部 付属 
 神奈川の地で開校するに当たっての思いを振り返る 
70 年代に急速に若者たちの間に浸透したサーフィンは、
神奈川の湘南エリアを発信地として日本全国に広がっ
た。その湘南と呼ばれるエリアの中でも西湘と呼ばれ
るこのエリアは素晴らしい波が立つポイント、この場
から優れたサーファーたちが育っていった。 
 そんな場所でサーフィンを中心に据えた学校を開校
した事は私たちにとっても意味のあることでした。サ
ーフィンは楽しいし上手に乗れるようになると気持ち
よい。同時に、危険も潜んでいる。そのことを正しく
若い世代に伝えて、優れたアスリートとしてのサーフ
ァーを育成しているである。 
 
6．サーフィンはとても良い教材 
 自然の恵みである波に乗れる事は常に感謝でありま
す。波により素晴らしさも怖さも知り自然の大切さを
後世に伝えて行く事も役目ではないかと思います。 

・五感六感全てを使い、責任感が養われる 
・時に恐怖と向き合う、リアルティある学習 
・人間の一方的な思いに自然は反応しない 
・常に自然を大切し変化に敏感になる 
・人を大切にする 
・本質を見極める目を持てる 
・得られる達成感は人を酔わす力がある 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7．教育 
 教え＋育てる＝生きてく選択肢を拡げ生きる知恵・
生きる力。社会奉仕としてビーチクリーン（海岸清掃）、
ハンディキャップ者の支援などを行ない人間性の向上
に努めている。 昨日まで知らなかったことを知り、出
来なかったことを出来るようなヒントを与え、成長し
生きていくための基礎作りができえれば「笑顔と自然
の生涯学習」は達成できていくものと考える。 
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8．人間形成、教育効果など  
我校の校則は、「人に迷惑をかけない、自分の事は自分
でする」である。生徒は、身体は大人でも、心は子ど
もである。未熟な子ども達には、日々いろいろな事が
あるが、人に優しく譲り合いを忘れないよう接してい
る。 波に打ちのめされてショボくれ「先生、波の向こ
う側に僕を連れて行って」などと甘えていた子が、い
つしか勇ましい姿で大きな波を乗った時、先生方の喜
び・感動は子ども達のそれを上回るものである。 サー
フィンが出来なかった子ども達が、出来るようなった
時の笑顔。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇人間形成、教育効果 付属 
 この画像の生徒が学校説明会に来たとき、自信無さ
そうで、目に落ち着きが無く、フワフワとした、心コ
コにあらずの雰囲気でした。サーフィンの経験も無く、
サーファーとは程遠い雰囲気で、正直、入学するとは、
その時は、思いませんでした。最近の子供の傾向です
が、親の轢いたレールには乗りたくなく、かといって
自分で切り開く意志も行動力もなく、全てに自信は無
く怒られる事を嫌い、何かと引きこもる。そのような
雰囲気が漂う子供が多い。この子も同様です。それで
居て、すぐに答えを求める。  
 ゲームの攻略本慣れでしょうか、自分で答えを見つ
ける作業や動作を面倒くさがる。 

 会話は、屁理屈と言い訳のオンパレード常に言い訳
を考えて行動しているようにしか見えない。決して自
分は悪くない、他のものが悪いと責任転嫁そんな生徒
が波に挑んでいるうち、変化が見られてきます。自分
の力で波に乗った時から自信がついてきた。 
 いつしかテイクオフ（ボードに立つこと）がゴール
となり。自己満足、踏ん張っていた腰が緩む、ワイプ
アウト（板から落ちる）。ターンを覚える。自己満足、
踏ん張っていた腰が緩む、ワイプアウト（板から落ち
る）。 
 一歩一歩技術が身についてくる頃には責任感も芽生
え、目の動きも落ち着き優しい目をするようになった
のである。おそらく机上の教育だと、この生徒は授業
に興味を持たなく、続かなかったであろう。本人も自
覚しているようだ。海、波に現れ恐怖と向かい合うリ
アルティあるサーフィン教育が効果として現れたので
ある。 
 
9．生きる力 
 文部科学省の生きる力をサーフィン流に置き換える
と 
・確かな学力：自己判断で海に入る知識を駆使してよ
い波に乗りターンなどの技を磨く、時に失敗し学習す
る。限界点を自ら超え、自己解決してゆく。 
・豊かな人間性：挨拶がきちんとでき、責任感が強く
なり他人に優しく接するようになる。 
海に入る時には大きな声で挨拶、笑顔を忘れないよう
教えています。 
・健康・体力：太陽の下、潮水に浸かり心身とも健康
でサーフィンを楽しむ。 
 サーフィンを楽しむには、体力と日頃の練習の積み
重ねとなり強い体力と精神力を作る事になります。 
◇生きる力 付属 
 中学時代全く勉強をしたことが無い生徒がサーフィ
ンを通し勉強をし、今や自力で苦手な数学で７０点を
取れるようになり、本人も自信がついたようでサーフ
ィン以外のことも精力的に活動をしている。音楽やフ
ァッションなど。いまでは T シャツなどデザインする
事まで始めた、近い将来、自分のブランドを築きあげ
る事でしょう。 
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10．授業風景 
 成長し生きていく為の基礎となれば「笑顔と自然の
生涯学習」は達成できます。サーフィンのプロを目指
しプロとして活躍する選手の育成にも力を入れており
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 年生 浜瀬海くん ASP 世界ランキング 321 位 
JPSA 公認プロ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2年生 堀越力くん ASP世界ランキング466位 全日
本選手権 4 位 
 
11．校長の笑顔は全てを超越している 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画像は、添田博道校長です。 
 
 添田校長が切り開いてきた近代サーフィンを子供達
の生きる力に、そして「笑顔と自然の生涯学習」を大
切にしていく事が全てを超越することだと考えており
ます。 
 



編集後記 

 海洋人間学雑誌第 2巻特別号をお届けいたします。 

本誌には、昨年 9月に実施されました第 2回日本海洋人間学会大会における基調講演と 3つのシンポ

ジウムの原稿が含まれています。基調講演の畠山重篤先生の原稿を読み返しますと、自らの気づきから

得られた方向に向かって、真摯な姿勢で突き進んでこられた先生の偉大さを感じます。加えまして、本

学会の進むべき方向性や人間を対象とする研究分野の必要性、教育の大切さが語られており、学会員と

して身の引き締まる思いを致しました。 

また、「漁業と教育」「船と教育」「マリンスポーツと教育」の 3 つのシンポジウムに関する原稿にお

いては「教育」をメインテーマとしながらも、それぞれのシンポジストの先生方の立場や貴重な経験か

ら得られたことがらを、お纏めいただいております。 

 また、本誌には掲載が叶いませんでしたけれども、数本の論文についての査読もまずまず順調に進ん

でおります。海洋人間学雑誌をさらに発展させ、海洋で活動する人間に関わる研究推進に貢献できます

よう、学会会員の皆様のご尽力を賜りたく存じます。皆様方からの積極的なご投稿をお待ちいたします。 

 最後になりましたが、本号の作成にあたり、ご執筆いただいた各位および編集作業にご協力いただき

ました皆様に深く感謝申し上げます。 

（千足耕一） 
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